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特集

対談

●同志社人訪問

 歴史小説家 澤田 瞳子さんに聞く

同志社大学  ここがイチバン！
株式会社村田製作所・村田恒夫社長 ×村田晃嗣学長



　日本最大級の規模を誇る「良心館ラーニング・コモンズ」
は、情報を知識に、知識を創造に変えていく空間。さまざまな
ヒト・モノ・コト・情報と出会い、それらを仲間とともに議論し
展開していくことで、新しい学びの可能性を生み出していく。
　１日にのべ約3,500人の利用者があり、同じ学びの場では
あるが、図書館とは違った賑やかな空間を創り出している。
　ラーニング・コモンズにはアカデミック・インストラクター他、
専属のスタッフが常駐しており、学習についての様々な相談
にのっている。

経済学部　宮澤 和俊 ゼミ

体力医科学研究センター　石井 好二郎 スポーツ健康科学部教授

表紙の情景［良心館ラーニング・コモンズ］

ANNOUNCEMENT  

MY JOB, MY LIFE  〜シリーズ 私と「仕事」〜  

MY PURPOSE

同志社の研究は今

ゼミ探訪 学びの時間

来年度就職を目指す皆さんへ

CAMPUS NEWS

INTERVIEW  〜同志社人訪問〜  
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学長対談

特集

「第18回全日本高校・大学生書道展」で大賞受賞～結果に驕ることなく、人の心に届く字を書いていきたい～
氏原 令賀さん 〈心理学部 3年次生〉

ハリス理化学館同志社ギャラリー開館／京田辺キャンパス礼拝堂の建設について／熊本キャンプを
開催／公式facebookページができました！／今年度の司法試験結果について／本学教員の執筆図
書紹介

・森田 大児さん（2005年 工学部電気工学科卒業）
・伊藤 円さん（2001年 神学部卒業）

歴史小説家　澤田 瞳子さんに聞く

CONTENTS 2013 DECEMBER No.177
『ONE PURPOSE』は在学生・卒業生の皆さんとのコミュニケーションをはかることを目的として発行しています。
ささいなことでも結構ですので、どしどし広報課までご意見・情報をお寄せください。

株式会社村田製作所・村田恒夫社長×村田晃嗣学長

「京都」 「人」 「産学連携」を
語る。

同志社大学

ここが、イチバン！
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同志社大学は、数ある大学の中でも、在学生・卒業生・関係者の方々の愛校心が強いことで知られている。

創立者・新島襄の精神が息づく歴史ある今出川キャンパス、

最先端の教育・研究施設が結集する学術研究のニューフロンティア・京田辺キャンパス、

さらに、その教育理念から幅広い人間力を育む学びのシステムまで、同志社大学が誇りとするものは数多い。

今回の特集では、教職員を対象としたアンケートをもとに、同志社大学のさまざまな「イチバン」を取り上げた。

特 集

同志社大学

ここが、イチバン！

2



編

キ
ン

スパ
ャ

1930年頃の同志社

ここが

イチバン

重
要
文
化
財

明
治
時
代
以
来
の
歴
史
を
刻
む
歴
史
的
建
造
物
が
あ
る
一
方
で
、

国
内
の
大
学
で
も
随
一
と
い
え
る
最
新
・
最
先
端
の
設
備
が
整
う
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
伝
統
と
革
新
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
烏
丸
通
の
西
門
か
ら
今
出

川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、美
し
い
赤
煉
瓦
の
建

物
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。門
を

入
っ
て
す
ぐ
左
手
に
建
つ
時
計

台
の
あ
る
建
物
は
、１
８
８
４

（
明
治
17
）年
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー

ド
か
ら
７
５
０
０
ド
ル
の
寄
付

を
得
て
建
て
ら
れ
た
、京
都
市

に
現
存
す
る
最
古
の
煉
瓦
建
築

物「
彰
栄
館
」。続
い
て
、１
８
８
６（
明
治
19
）

年
竣
工
の「
礼
拝
堂

（
チ
ャ
ペ
ル
）」。日
本

に
あ
る
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
派
の
煉
瓦

造
の
礼
拝
堂
で
は
、

現
存
す
る
最
古
の

も
の
で
、外
観

は
ア
メ
リ
カ

ン
・
ゴ
シ
ッ
ク

調
の
鉄
板
葺

き
。急
勾
配
の
切
妻
屋
根
が
美
し
い
。隣
接
し

て
建
つ「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
」は
１
８
９
０（
明

治
23
）年
、理
科
教
育
を
目
指
し
た
新
島
襄
の

情
熱
に
応
え
た
ア
メ
リ
カ
の
実
業
家
Ｊ
・
Ｎ
・

ハ
リ
ス
か
ら
10
万
ド
ル
の
寄
付
を
得
て
、「
ハ

リ
ス
理
化
学
校
」（
理
工
学
部
の
前
身
）と
し
て

建
て
ら
れ
た
。

　
西
門
か
ら
ま
っ
す
ぐ
入
っ
た
正
面
に
そ
び

え
る
の
は
、１
８
９
４（
明
治
27
）年
に
竣
工
し

た「
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
」。ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
・
Ｗ
・

ク
ラ
ー
ク
夫
妻
の
寄
付
に
よ

り
、亡
く
な
っ
た
息
子
の
メ

モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
と
し
て
造

ら
れ
た
。ド
イ
ツ
の
ネ
オ
・
ゴ

シ
ッ
ク
を
基
調
と
す
る
重
厚

な
建
物
で
、天
を
突
く
尖
塔

は
同
志
社
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
。

　
１
８
８
７（
明
治
20
）年
、同
志
社
最
初
の
図

書
館「
書
籍
館
」と
し
て
竣
工
し
た「
有
終
館
」

と
合
わ
せ
、
こ

れ
ら
５
棟
の
建

物
は
い
ず
れ
も

国
の
重
要
文

化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

有終館

礼拝堂

ハリス理化学館

クラーク記念館彰栄館
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特 集

同志社大学  ここが イチバン！

交
通

今
出
川

キ
ャ
ン
パ
ス
の

ここが

イチバン

ここが

イチバン

ここが

イチバン

　「
デ
イ
ヴ
ィ
ス
記
念
館
」を
中
心
に
、北
側
に

硬
式
野
球
場
や
ゴ
ル
フ
練
習
場
、西
側
に
陸
上

競
技
場
、サ
ッ
カ
ー
場
、ラ
グ
ビ
ー
場
な
ど
の
各

種
グ
ラ
ウ
ン
ド
、南
側
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な

ど
、広
大
な
敷
地
に
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
展
開
す
る
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
。

な
か
で
も
ラ
グ
ビ
ー
場
に
は
、イ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ（
国
際

サ
ッ
カ
ー
連
盟
）の
定
め
る
品
質
基

準「
ツ
ー
ス
タ
ー
」に
準
拠
し
た
、ド

イ
ツ
ポ
リ
タ
ン
社
製
の
ロ
ン
グ
パ
イ

ル
人
工
芝
を
敷
設
。過
酷
な
使
用
条

件
下
で
の
耐
久
性
と
ラ
グ
ビ
ー
競

技
に
お
け
る
足
元
の
負
荷
な
ど
の

安
全
性
が
極
め
て
高
く
、選
手
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

・
歴
史
の
あ
る
建
物
が
多
く
、大
学
全
体
が

  

趣
の
あ
る
雰
囲
気
で
あ
る
と
こ
ろ

・
立
派
な
建
物
が
多
い

  

（
重
文
や
登
録
有
形
文
化
財
、新
校
舎
等
）

・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
と
レ
ン
ガ
が
美
し
い

・
重
要
文
化
財
で
授
業
が
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ

・
歴
史
的
建
造
物
・
重
要
文
化
財
が
教
室
と
し

  

て
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
ご
い

  

ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す

・
卒
業
生
は
チ
ャ
ペ
ル
で
結
婚
式
が
で
き
る

・
緑
に
囲
ま
れ
て
い
て
歩
い
て
い
る
だ
け
で 

  

い
や
さ
れ
る

・
歴
史
と
伝
統
あ
る
風
格
と
、最
新
の
洗
練

  

が
見
事
に
融
合
し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で

  

品
位
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

・
伝
統
と
革
新
の
あ
る
京
都
の
中
心
地
に

  

あ
る
こ
と

・
古
典
文
学
の
舞
台
、京
都
御
所
の
隣

・
京
都
の
名
所
に
行
き
や
す
い

 

”
京
都
に
い
る“
と
日
々
感
じ
ら
れ
る

・
百
人
一
首
を
編
ん
だ
藤
原
定
家
の
子
孫
、

  

冷
泉
家
の
隣

・
広
大
な
自
然
の
多
い
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

・
伝
統
あ
る
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー

・
地
下
鉄
の
駅
の
上
に
大
学
が
あ
る

  （
学
会
の
事
務
局
や
会
場
校
を
い
つ
も
引

  

き
受
け
て
い
ま
す
が
、依
頼
さ
れ
る
条
件

   

の
ひ
と
つ
は
駅
か
ら
も
っ
と
も
近
い
大

  

学
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。）

・
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
思
い

  

が
け
な
い
食
事
の
美
味
し
さ

に
最
大
限
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。陸
上
競
技

場
も
、ウ
レ
タ
ン
塗
装
の
走
路
を
備
え
た
全
天
候

型
で
、㈶
日
本
陸
上
競
技
連
盟
が
定
め
る
第
３

種
公
認
競
技
場
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、ト
ラ
ッ
ク

の
周
回
に
は
傾
斜
走
路
や
外
周
走
路
、約
１
０
０

席
の
観
覧
ス
タ
ン
ド
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
２
０
１
０
年
４
月
、健
康
と
ス
ポ
ー
ツ

を
専
門
的
立
場
か
ら
扱
う
学
部
を
有
す
る
大

学
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
が
、「
デ

イ
ヴ
ィ
ス
記
念
館
」地
階
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
。有
酸
素
系

マ
シ
ン
21
台
、ケ
ー
ブ
ル
系
マ
シ

ン
28
台
、フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
ト
ラ
ッ

ク
10
台
、測
定
機
器
そ
の
他
を

新
た
に
備
え
、初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
幅
広
い
利
用
者
に

対
応
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
型
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
な
っ
た
。

　
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
、室
町
キ
ャ
ン
パ
ス
、新
町

キ
ャ
ン
パ
ス
、さ
ら
に
最
新
の
烏
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
な
る
土
地
は
、鎌
倉
中
期
に
貴
族
の
邸
宅
が
建

ち
始
め
、室
町
時
代
に
は
足
利
義
満
の「
室
町
殿
」

や
近
衛
家
の
別
宅
が
、江
戸
時
代
に
は
薩
摩
藩
邸

　
１
９
８
１
年
に

開
通
し
た
京
都
市

初
の
市
営
地
下
鉄

路
線
・
烏
丸
線
。
Ｊ

Ｒ
京
都
駅
を
中
心

と
し
て
、京
都
市
内

を
南
北
に
貫
く
基

幹
路
線
に
設
け
ら

れ
た
今
出
川
駅
を

地
上
へ
上
る
と
、そ

こ
が
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
。昨
年
10
月
に
誕

生
し
た
新
校
舎「
良
心
館
」は
、地
下
１
階
で

今
出
川
駅
に
直
結
。ア
ク
セ
ス
は
よ
り
便
利
に

な
っ
た
。今
出
川
通
を
挟
ん
で
南
に
は
、深
い

緑
に
包
ま
れ
た
京
都
御
苑
が
広
が
り
、ま
さ

に
京
都
の
中
心
に
位
置
す
る
と
い
っ
て
い
い
。

が
置
か
れ
る
な
ど
、長
き
に
わ
た
っ
て
日
本
史
の

表
舞
台
だ
っ
た
場
所
。そ
し
て
、京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
の
あ
る
地
に
は
、仁
徳
天
皇
や
継
体
天
皇
の
宮

に
関
わ
る
伝
承
、竹
取
物
語
に
ち
な
ん
だ
地
名
や

逸
話
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。室
町
時
代
に
は
南

山
城
で
最
も
繁
栄
し
た
と
こ
ろ
で
、一
休
禅
師
ゆ

か
り
の「
酬
恩
庵
一
休
寺
」な
ど
が
あ
り
、京
都
市

内
と
は
趣
の
異
な
る
歴
史
・
文
化
が
今
も
色
濃
い
。

歴
史
あ
る
土
地

体
育
施
設
の
充
実

そ
の
他
の
声

薩摩藩邸跡碑（今出川キャンパス）
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編

教

究
研
育
・

ここが

イチバン

　
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
誕
生
し
た
新
校
舎

「
良
心
館
」の
ル
ー
セ
ン
ト
プ
ラ
ザ
吹
き
抜
け

に
面
す
る
２
・
３
階
。総
面
積
約
２
５
５
０
㎡

の
開
放
的
な
巨
大
空
間
は
、従
来
の

「
学
習
は
教
室
の
中
の
み
」と
い
う
発

想
を
超
え
、学
生
た
ち
が「
自
ら
学
ぶ
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
空
間
だ
。学
生

の
学
び
を
支
援
す
る
役
割
を
持
っ
た

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」と
し
て

は
、国
内
の
大
学
で
最
大
級
の
規
模
を

誇
る
。

　
フ
ロ
ア
構
成
は
、２
階
の「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
」が
交
流
と
相

互
啓
発
の
空
間
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
空
間
と
し
て

使
え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ト
、カ
ジ
ュ
ア
ル
な
グ
ル
ー
プ
学
習
が

で
き
る
イ
ン
フ
ォ
ダ
イ
ナ
ー
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
エ
リ
ア
な
ど
か
ら
な
り
、い
わ
ば
知
識
や
学

習
成
果
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
場
だ
。海
外

留
学
を
目
指
す
学
生
の
た
め
に
、留
学
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

や
、実
際
に
留
学
生
と
交
流
し
、実
践
的
な

会
話
力
を
培
う
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ

ジ
も
用
意
さ
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
３
階
の

「
リ
サ
ー
チ
・
コ
モ

ン
ズ
」は
、ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の

育
成
空
間
と
し

て
、
知
識
を
イ
ン

プ
ッ
ト
す
る
場
。レ

ポ
ー
ト
作
成
な
ど
の
学
習
支
援
を
行
う
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
エ
リ
ア
の
ほ
か
、グ
ル
ー

プ
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ウ

ン
ジ
な
ど
で
構
成
さ
れ
、多
様
な
グ
ル
ー
プ

学
習
に
対
応
す
る
。講
習
会
な
ど
に
利
用
で

き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
や
最
新
の
印

刷
メ
デ
ィ
ア
を
提
供
す
る
プ
リ
ン
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
も
備
え
、様
々
な
面
か
ら
学
生

の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」「
自
由
主
義
」「
国
際
主
義
」の
基
本
理
念
に

基
づ
い
た
同
志
社
大
学
の
教
育
の
独
自
性
。

さ
ら
に
は
先
駆
け
て
進
む
国
際
化
も
、多
く
が「
イ
チ
バ
ン
」と
推
す
。
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特 集

同志社大学  ここが イチバン！

ここが

イチバン
ここが

イチバン

2014年版大学ランキング（朝日新聞出版）より

・
同
志
社
大
学
が
先
導
し
、世
界
的
展
開
が

  

進
む「
世
界
学
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト
」

・
宗
教
の
研
究
に
強
い

  

（
キ
リ
ス
ト
教
の
大
学
な
の
に
、ユ
ダ
ヤ

    

教
や
イ
ス
ラ
ム
教
ま
で
学
べ
る
）

・”
宗
教
的
教
育
を
も
と
に
し
た“
良
心

  

教
育

・
教
養
教
育
の
充
実

・
メ
デ
ィ
ア
学
科（
旧
新
聞
学
専
攻
）は
国

  

公
立
に
は
な
い
学
科
で
、マ
ス
コ
ミ
等
で

  

活
躍
し
て
い
る
人
が
多
い

・
主
体
性
を
育
て
る
P
B
L
教
育

 

（
少
人
数
教
育
）

・
障
が
い
者
支
援
に
力
を
注
い
で
い
る

・
日
本
に
お
い
て
、ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生

  

が
多
い
な
か
、同
志
社
大
学
は
欧
米
か
ら

  

の
留
学
生
も
多
い

・
留
学
生
が
多
く
、国
際
的
で
あ
る

・
教
育
の
質
保
証

・
緑
豊
か
で
最
新
的
実
験
設
備
が
多
い

  

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

そ
の
他
の
声

　
同
志
社
大
学
は
、大
学
の
国
際
化
の
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
推
進
事
業（
グ
ロ
ー
バ

ル
30
）に
採
択
さ
れ
、東
京
大
学
、慶
應
義
塾

大
学
等
と
と
も
に
、日
本
を
代
表
す
る
国
際

　
10
年
の
滞
米
中
に
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観

を
身
に
つ
け
た
新
島
襄
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

同
志
社
大
学
は
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
教
育
理

念
と
し
て
い
る
。し
か
し
、創
立
者
の
自
由
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
の
ゆ
え
に
、学
生
に
宗
教

的
価
値
観
を
押
し
つ
け
は
し
な
い
。あ
く
ま
で

も
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
観
に
基
づ
い
て
、１
人

ひ
と
り
の
世
界
観
、価
値
観
を
豊
か
に
形
成
し

化
拠
点
大
学
で
あ
る
。中
間
評
価
で
は
、全
13

大
学
中
唯
一
、最
高
の
S
評
価
を
得
て
、事
業

最
終
年
度
で
あ
る
今
年
度
の
留
学
生
受
入
目

標
２
２
０
０
名
も
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
事
業
期
間
中
、英
語
の
み
の

授
業
で
学
位
取
得
可
能
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
構
築
、海
外
に
お
け

る
入
学
試
験
実
施
、
海
外
拠

点
設
置（
現
在
英
国
、韓
国
、中

国
、ト
ル
コ
等
７
拠
点
）、生
協

食
堂
で
の
ハ
ラ
ル
食
提
供
等
、

留
学
生
の
受
入
を
促
進
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的

て
い
く
こ
と
を
教
育
の
基
本
と
し
て
い
る
。神

学
部
も
牧
師
を
養
成
す
る
だ
け
で
な
く
、宗

教
を
客
観
的
に
と
ら
え
、人
間
、歴
史
、文
化
を

広
く
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
す
。し
た

が
っ
て
学
生
も
ま
た
多
様
性
に
富
み
、ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
や
外
交
官
、パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
、個

性
豊
か
な
卒
業
生
が
多
い
。キ
リ
ス
ト
教
系
、

仏
教
系
、神
道
系
な
ど
、多
く
の
宗
教
系
大
学

に
推
進
し
て
き
た
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、昨
年
度
、日
本
人
学
生
の

留
学
促
進
・
外
国
語
能
力
向
上
を
主
目
的
と

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業（G

o  

G
lob

al Jap
an

）の
全
学
推
進
型
に
も
採
択

さ
れ
た
。グ
ロ
ー
バ
ル
30
事
業
を
通
じ
て
構
築

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
内
環
境
を
基
に
、各
種

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
や
語
学
力
向
上
を

目
的
と
し
た
正
課
科
目
や
講
座
の
新
設
、英

語
で
提
供
さ
れ
る
科
目
の
日
本
人
学
生
へ
の

開
放
等
を
通
じ
、今
後
留
学
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
活
躍
し
て
い
け

る
人
材
の
育
成
を
推
進
し
て
い
く
。

　
前
述
の
通
り
、留
学
生
の
受
入
推
進
と
共

に
本
学
学
生
の
積
極
的
な
海
外
派
遣
を
推
進

す
る
こ
と
で
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
更
に

図
る
。正
に
本
学
の
教
育
理
念
の
一
つ
で
あ
る

「
国
際
主
義
」の
実
質
的
な
展
開
で
あ
る
。今

後
、受
け
入
れ
た
留
学
生
と
本
学
学
生
の
交

流
機
会
を
拡
充
し
、多
く
の
学
生
が
国
籍
に

関
係
な
く
、本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
交
流
す
る

こ
と
で
、相
互
理
解
の
更
な
る
進
展
が
期
待

さ
れ
る
。

の
中
で
、学
生
数
で
は
同
志
社
大
学
が
ト
ッ
プ

で
あ
る
の
も
、あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
は
教
育

の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
た
め
だ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進

キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育

1 同志社大学 25,584

23,116

19,469

18,040

17,922

2 関西学院大学

宗教系大学　学部学生数

大　学 学生数

3 立教大学

4 青山学院大学

5 龍谷大学
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特 集

同志社大学  ここが イチバン！

編

人
物同

志
社
大
学
で
イ
チ
バ
ン
の
人
物
と
い
え
ば
、い
う
ま
で
も
な
く

創
立
者
・
新
島
襄
と
そ
の
妻
・
八
重
。

大
河
ド
ラ
マ
で
一
躍
知
名
度
が
上
が
っ
た
２
人
に
学
生
た
ち
は

　  
。

　
１
年
次
に「
建
学
の
精
神

と
キ
リ
ス
ト
教
」と
い
う
同
志
社
科
目

を
履
修
し
た
こ
と
が
、新
島
襄
と
の
距

離
を
近
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。京
都
と

い
う
仏
教
の
歴
史
が
色
濃
い
町
に
キ
リ

ス
ト
教
の
学
校
を
開
い
た
新
島
襄
。そ

こ
に
は
教
育
で
日
本
を
変
え
た
い
と
い

う
強
い
思
い
を
感
じ
ま
す
。新
島
の
欧

米
的
思
考
を
取
り
入
れ
た
八
重
と
と

も
に
、日
本
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
固
定

観
念
を
打
ち
破
っ
た
革
新
的
な
存
在

だ
っ
た
の
だ
と
、大
河
ド
ラ
マ
を
見
て

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
同
志
社
大
学
に
入
る

時
、新
島
襄
の
創
設
し
た
大
学

だ
か
ら
と
い
う
感
情
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。し
か
し
、入
学
後
に
読
ん
だ

資
料
な
ど
を
通
し
て
、そ
の
偉
大
さ
を

理
解
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。と
く

に
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
い
、自
分

の
意
志
を
貫
い
た
こ
と
は
、大
河
ド
ラ

マ
を
見
て
印
象
深
く
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。ち
ょ
う
ど
自
分
自
身
悩
み
を
抱

え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、前
向

き
に
生
き
て
行
こ
う
と
い
う
勇
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
単
身
国
禁
を
犯
し
て
ま
で
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
た
勇
気
、前
例
の
な
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神
、教
育
者
と
し
て

ど
ん
な
学
生
も
大
切
に
す
る
心
な
ど
、

新
島
襄
と
い
う
人
は
す
ご
い
人
物
だ
と

思
い
ま
す
。八
重
さ
ん
は
、女
性
は
一
歩

下
が
っ
て
と
い
う
時
代
に
、堂
々
と
自
分

を
貫
い
て
生
き
た
女
性
。ど
ん
な
こ
と
に

も
信
念
を
持
っ
て
ま
っ
す
ぐ
な
と
こ
ろ

が
、と
て
も
尊
敬
で
き
ま
す
。女
性
だ
か

ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
な
い
、と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
と
変
わ
ら
な
い
年
齢
で
、命
を
懸

け
て
ま
で
自
分
が
成
し
遂
げ
た
い
目
標

を
持
っ
て
挑
戦
し
た
新
島
襄
の
姿
勢

は
、す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。自
分
の
理

想
と
す
る
教
育
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
、人
生
の
す
べ
て
を
捧
げ
た
教
育
者

と
し
て
の
生
き
方
は
、簡
単
に
真
似
の

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。八
重
さ

ん
は
、新
島
襄
と
は
違
っ
た
意
味
で
、自

分
の
信
念
を
守
り
通
し
た
人
で
す
。私

も
２
人
の
よ
う
に
、何
に
で
も
意
欲
的

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

天
野 

智
博 

さ
ん

【
経
済
学
部 

3
年
次
生
】

安
永 

龍
平 

さ
ん

【
経
済
学
部 

4
年
次
生
】

奥
田 

み
り 

さ
ん

【
政
策
学
部 

3
年
次
生
】

沖
本 

成
実 

さ
ん

【
経
済
学
部 

4
年
次
生
】
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町
工
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、チ
ッ
プ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
で
は

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
世
界
有
数
の
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
村
田
製
作
所
は
、

そ
の
成
長
の
過
程
に
大
学
と
の
緊
密
な
連
携
が
あ
っ
た
。

同
志
社
大
学
も
近
年
、産
業
界
と
の
関
係
を
深
め
る
多
彩
な
研
究
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
る
ほ
か
、京
都
の
町
お
こ
し
や
地
域
再
生
に
関
わ
る
な
ど
、

理
系
・
文
系
の
枠
を
超
え
て
産
学
協
同
事
業
を

積
極
展
開
し
て
い
る
。

同
じ
京
都
で
生
ま
れ
、発
展
し
て
き
た

村
田
製
作
所
と
同
志
社
大
学
。

奇
し
く
も
ト
ッ
プ
は
同
じ
村
田
姓
を
持
ち
、

経
済
学
部
、法
学
部
と
学
部
は
違
っ
て
も
、

と
も
に
同
志
社
大
学
の
卒
業
生
。

2
人
の
語
ら
い
は
、京
都
に
あ
る
意
義
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
必
要
な
人
材
論
、

そ
し
て
産
学
連
携
へ
の
期
待
に
及
ん
だ
。

「
京
都
」「
人
」「
産
学
連
携
」を
語
る
。

学
長
対
談

株
式
会
社
村
田
製
作
所
・
村
田
恒
夫
社
長
×
村
田
晃
嗣
学
長
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京
都
で
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
と
し
て

村
田
学
長（
以
下
学
長
）●
今
回
は
同
じ
村
田
同
士

と
い
う
こ
と
で
対
談
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、村
田
製
作
所
も
同
志
社
大
学
も
、

共
通
す
る
の
は
京
都
に
あ
る
こ
と
で
す
。御
社
を
は

じ
め
と
し
て
京
都
に
は
名
の
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
特
徴
の
１
つ
は
モ

ノ
づ
く
り
に
強
い
と
い
う
こ
と
で
す
。一
方
、大
学
は

人
づ
く
り
を
担
っ
て
い
る
所
で
あ
り
、京
都
市
は
人

口
１
４
５
万
人
の
う
ち
１
割
を
大
学
生
が
占
め
て

い
ま
す
。38
の
大
学
が
あ
り
、政
令
指
定
都
市
の
中

で
最
も
大
学
の
数
が
多
い
の
が
京
都
で
す
。昔
か
ら

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
学
生
に
と
っ
て

は
や
さ
し
い
町
、学
生
と
い
う
人
づ
く
り
に
適
し
た

町
で
す
。そ
ん
な
京
都
に
、モ
ノ
づ
く
り
の
企
業
と

人
づ
く
り
の
大
学
が
一
緒
に
あ
る
。そ
の
こ
と
自
体

に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
、私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

村
田
社
長（
以
下
社
長
）●
当
社
も
モ
ノ
づ
く
り
を

得
意
と
す
る
企
業
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
が
、京

都
に
は
伝
統
産
業
が
根
付
い
て
お
り
、そ
れ
が
モ
ノ

づ
く
り
を
究
め
る
と
い
う
文
化
が
し
っ
か
り
定
着

し
て
い
る
背
景
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。当
社
の

電
子
部
品
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
焼
成
加
工
し
ま
す
が
、

創
業
の
こ
ろ
、開
発
に
い
た
る
ま
で
伝
統
産
業
の
清

水
焼
か
ら
色
々
な
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
よ
う
で
す
。

学
長
●
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
書
け

ば
、お
そ
ら
く
世
界
で
も
あ
る
程
度
教
養
の
あ
る

人
な
ら
、そ
れ
が
日
本
の
京
都
と
い
う
町
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。国
際
的
に
知
名

度
の
高
い
町
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、大
学
に
と
っ

て
も
企
業
に
と
っ
て
も
無
形
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
長
●
当
社
は
海
外
と
の
取
り
引
き
が
多
い
の
で
、

外
国
の
お
客
様
が
訪
問
さ
れ
る
際
、会
社
が
京
都
に

あ
る
と
言
え
ば
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。京
都
か
ら
来
た

と
言
う
と
、そ
れ
だ
け
で
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
て
い

た
だ
け
ま
す
。ま
た
、京
都
は
進
取
の
精
神
に
富
み
、

明
治
時
代
か
ら
新
し
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
取
り
込

ん
で
い
こ
う
と
い
う
気
風
が
あ
り
ま
し
た
。伝
統
を

引
き
継
い
で
い
く
一
方
で
、新
し
い
も
の
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。そ
う
い
う
土
地
柄
が
い
ろ
ん
な

ベ
ン
チ
ャ
ー
を
生
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
資
質
と
は

学
長
●
そ
う
し
た
京
都
の
町
に
あ
る
と
い
う
こ
と

も
１
つ
の
要
因
で
す
が
、同
志
社
大
学
の
学
生
の

特
徴
に
多
様
性
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。非
常

に
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、関
心
を
持
っ
た

学
生
が
集
ま
っ
て
い
て
、そ
れ
が
同
志
社
大
学
の

魅
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。近
年
、経
済
界
で
は
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
盛
ん
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、少
子
化

の
問
題
も
あ
っ
て
、大
学
に
も
企
業
に
入
っ
て
す

ぐ
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。た
だ
、一
口
に
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
と
言
っ
て
も
、明
確
な
定
義
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。英
語
は
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
が
、そ
れ
だ
け
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　
私
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
重
要
な
資
質
と
し
て
、

ま
ず
多
様
性
に
対
す
る
感
性
、異
な
る
価
値
観
や

文
化
に
対
す
る
感
受
性
、そ
れ
ら
に
共
感
す
る
力

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。同
時
に
、多
様
な
中

に
も
必
ず
普
遍
的
な
価
値
観
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
追
い
求
め
る
探
求
心
も
必
要
で
す
。そ
し

て
３
番
目
に
大
事
な
の
は
、常
に
自
分
と
は
何
か

と
問
い
か
け
る
こ
と
で
す
。同
志
社
大
学
と
は
、村

田
製
作
所
と
は
、京
都
と
は
、そ
し
て
日
本
と
は
何

か
。そ
う
し
た
自
己
に
つ
い
て
の
理
解
や
知
識
が
な

い
と
、外
国
の
人
々
と
正
々
堂
々
、自
信
を
持
っ
て

交
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
で

は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い

と
い
け
な
い
の
で
す
が
、時
代
の
流
れ
の
中
で
大
学

も
企
業
も
、町
や
国
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。そ
こ

で
は
絶
え
ず
変
化
し
な
が
ら
育
っ
て
い
く
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す
る
再
考
力
が
重
要
で
す
。共

感
力
、探
求
力
、再
考
力
、こ
の
３
つ
が
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
に
必
要
な
資
質
だ
と
、私
は
思
う
の
で
す
。

社
長
●
私
は
大
学
を
卒
業
し
て
半
年
後
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
赴
任
し
ま
し
た
。日
本
企
業
と
し
て
は

非
常
に
稀
有
な
例
な
の
で
す
が
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

あ
っ
た
小
さ
な
町
工
場
を
買
収
し
、そ
こ
へ
出
向

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。社
会
人
に
な
っ
て
い

き
な
り
、も
の
の
考
え
方
も
文
化
も
価
値
観
も
違

う
環
境
に
放
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、否
応
な
く
そ

こ
に
合
わ
せ
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
何
と
か
適
応
し
て
い
け
た
の
は
、自
分
と
い

う
も
の
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い

1974年同志社大学経済学部卒業。同年、村田製作所入
社。1983年株式会社出雲村田製作所常務取締役工場長、
1988年ゲシュフツ・ヒューラー（ドイツ）を経て、1989年村田
製作所取締役就任。1991年常務取締役、1995年専務取
締役、2003年代表取締役副社長。2007年より現職。

株式会社村田製作所社長

村
む ら

田
た

恒
つ ね

夫
お
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「京都」「人」「産学連携」を語る。
学長対談 株式会社村田製作所・村田恒夫社長 ×村田晃嗣学長

ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
い
ろ
ん
な
こ
と
も
受
け
入
れ

ら
れ
た
し
、外
国
人
と
対
等
に
仕
事
を
し
て
い
く

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。で
す
か
ら
私
は
、多
様
性
の

中
に
何
か
芯
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、十

分
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
芯
に
な
る
も
の
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
だ

と
思
い
ま
す
。電
子
部
品
、電
子
機
器
の
市
場
は
非

常
に
変
化
が
激
し
く
、当
社
は
常
に
そ
の
変
化
を

先
取
り
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。一
方

で
、わ
れ
わ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、企
業
理
念

は
、変
わ
る
こ
と
な
く
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。最
近
は
Ｍ
＆
Ａ
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
村
田

製
作
所
の
文
化
に
接
し
て
い
な
い
人
た
ち
が
仲
間

に
加
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、

自
分
た
ち
は
ど
う
い
う
理
念
を
持
っ
て
会
社
を
運

営
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
、す
べ
て
の
従
業
員

に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

大
学
と
企
業
の
新
た
な
交
流
を

学
長
●
先
ほ
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
３
つ
の

能
力
が
必
要
だ
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、も
う
１

つ
大
事
な
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
す
。単

な
る
外
国
語
の
会
話
能
力
で
は
な
く
、そ
の
言
葉

の
背
後
に
あ
る
文
化
や
社
会
を
理
解
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。そ
れ
は
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
限
り
ま
せ
ん
。日
本
の
中
に
も
地
域
に

よ
っ
て
実
に
多
様
な
文
化
や
社
会
の
差
異
が
あ

り
、そ
う
し
た
地
域
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
能

力
、そ
し
て
、少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
の

世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
す
。そ
う
い

う
能
力
も
、学
生
た
ち
に
は
大
学
時
代
に
し
っ
か

り
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

社
長
●
当
社
は
か
ね
て
か
ら
海
外
展
開
を
積
極
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、特
に
い
ま
海
外
で
の「
モ

ノ
づ
く
り
力
」を
強
化
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
ど

の
よ
う
に
現
地
の
メ
ン
バ
ー
が
参
画
し
、い
か
に
現

地
に
合
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
を
根
付
か
せ
て
い
く
か

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
、い
ろ
ん

な
文
化
を
理
解
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
で
き

る
能
力
は
と
て
も
大
事
で
す
。私
は

若
い
時
か
ら
よ
く
一
人
旅
を
す
る

の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、一
人

で
旅
を
し
て
い
る
と
、い
ろ
ん
な
人

た
ち
と
出
会
い
、様
々
な
文
化
を
学

ぶ
機
会
が
多
い
。勉
学
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、そ
う
し
た
い
ろ
ん
な

こ
と
を
知
り
、学
ぶ
た
め
に
、学
生

の
み
な
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
学
生
時
代

に
自
由
な
旅
を
経
験
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

学
長
●
最
後
に
、大
学
と
企
業
と
の

連
携
に
つ
い
て
で
す
が
、今
、ほ
と
ん
ど
の
大
学
が

産
学
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。同
志
社
大
学

に
も
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
、多
彩
な
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
な
ど
様
々
な
形

で
行
っ
て
い
ま
す
。昔
で
あ
れ
ば
、大
学
が”
知
の
拠

点“
と
し
て
優
位
に
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は

必
ず
し
も
大
学
が
常
に
研
究
の
最
先
端
を
走
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、分
野
に
よ
っ
て
は
企

業
が
は
る
か
に
先
端
的
な
こ
と
を
手
が
け
て
い
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、今
後

は
大
学
と
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
な
が

ら
、お
互
い
に
補
完
し
合
え
る
組
み
合
わ
せ
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。加
え
て
、産
学
連
携
と

い
え
ば
、理
系
に
集
中
し
が
ち
で
す
が
、実
際
に
は

文
理
融
合
し
た
部
分
や
人
文
社
会
科
学
的
な
知
識

を
要
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
意

味
で
文
系
を
基
軸
と
し
た
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
大

学
が
、研
究
者
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、大
学
院
生

や
学
部
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
と
い
う
形
で
入
っ
て
い

く
な
ど
、協
力
し
て
い
け
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。

社
長
●
学
生
の
み
な
さ
ん
は
企
業
の
人
間
と
違
っ

た
視
点
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、お
互

い
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ

そ
う
い
う
交
流
の
機
会
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
ね
。と
く
に
同
志
社
大
学
は
、教
育
の
精
神

の
１
つ
に
自
主
性
を
重
ん
じ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、そ
う
い
う
自
由
な
環
境
で
育
っ
た

学
生
は
、企
業
に
入
っ
て
も
十
分
に
活
躍
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

1
9
8
7
年
同
志
社
大
学
法
学
部
卒
業
。1
9
9
5
年
神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

博
士
課
程（
前
期
課
程
）修
了
。同
時
に
、フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
米
国
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
大
学
院
博
士
課
程（
政
治
学
）留
学
。1
9
9
8
年
博
士（
政
治
学
）学
位

取
得（
神
戸
大
学
）。広
島
大
学
総
合
科
学
部
専
任
講
師
、助
教
授
を
経
て
、2
0
0
0
年

同
志
社
大
学
法
学
部
助
教
授
、2
0
0
5
年
同
教
授
。2
0
1
3
年
よ
り
現
職
。

同
志
社
大
学
学
長

村む

ら

田た

晃こ

う

嗣じ
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ゼ ミ 探 訪  学 び の 時 間

経
済
学
部
　

宮
澤 

和
俊 

ゼ
ミ

宮
澤 

和
俊

　【
経
済
学
部
教
授
】

  

3
年
次
の
夏
合
宿
で

　  

自
身
の
方
向
性
を
定
め
る

　
１
８
９
１
年
開
校
の
政
法
学
校
理
財
課
を
前

身
と
す
る
経
済
学
部
。神
学
部
、文
学
部
、法
学

部
と
と
も
に
、１
９
４
８
年
の
新
制
大
学
開
校
時

の
4
学
部
を
構
成
、同
志
社
大
学
の
礎
を
築
い
た

歴
史
あ
る
学
部
だ
。

　
経
済
学
部
の
ゼ
ミ
は「
理
論
を
学
ぶ
」「
政
策
を

学
ぶ
」「
歴
史
を
学
ぶ
」の
3
方
向
に
大
別
さ
れ
、

宮
澤
和
俊
教
授
の
ゼ
ミ
は「
理
論
」を
学
び
の
方

向
と
し
て
い
る
。テ
ー
マ
は「
公
共
経
済
」だ
。社

会
資
本
と
は
何
か
、日
本
の
公
共
投
資
は
過
大

な
の
か
、規
制
緩
和
は
万
能
薬
か
、公
共
料
金
は

ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
る
の
か
、高
齢
化
社
会
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
、所
得
格
差
は
拡
大

し
て
い
る
の
か
、地
方
分
権
の
功
罪
は
何
か
…
。

現
実
に
即
し
た
公
共
経
済
の
課
題
を
理
論
的
、

実
証
的
に
研
究
し
て
い
く
。

　
ゼ
ミ
は
2
年
次
の
秋
学
期
か
ら
始
ま
り
、4

年
次
ま
で
の
2
年
半
、段
階
的
に
続
く
。学
生
は

ま
ず
2
年
次
の
秋
学
期
に
自
身

の
関
心
事
や
卒
業
後
の
進
路
に

応
じ
て
ど
の
ゼ
ミ
に
入
る
か
を

選
択
。2
年
次
で
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
基

礎
的
な
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と

と
併
せ
、個
々
の
研
究
テ
ー
マ
に

即
し
た
研
究
の
基
本
的
な
技
法

を
習
得
す
る
。宮
澤
ゼ
ミ
で
は
、

テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
公
共
経
済

に
つ
い
て
の
理
論
を
学
ぶ
こ
と

が
ス
タ
ー
ト
だ
。

　
テ
キ
ス
ト
で
理
論
を
学
び
、そ

の
内
容
を
ゼ
ミ
の
授
業
の
中
で
報
告

す
る
形
が
、3
年
次
の
春
学
期
ま
で
続

き
、夏
休
み
期
間
中
に
行
う
夏
合
宿
が

ひ
と
つ
の
分
岐
点
に
な
る
。「
合
宿
で
は

各
自
が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
デ
ー
タ

を
集
め
、回
帰
分
析
と
い
う
統
計
の
手

法
で
分
析
を
行
い
ま
す
。因
果
関
係
を

予
想
し
て
デ
ー
タ
が
そ
の
予
想
を
裏

付
け
て
い
る
か
、そ
う
で
な
い
か
を
調

べ
て
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ

の
方
向
性
が
見
え
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」と

宮
澤
教
授
。

　
4
年
次
に
な
る
と
、研
究
成
果
を
卒
業
論
文

に
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
具
体
的
な
段
階
に
入

る
。5
月
に
卒
業
研
究
の
計
画
書
を
提
出
。こ
れ

は
ど
う
い
う
テ
ー
マ
で
書
く
か
、ど
う
い
う
章
立

て
に
す
る
か
、ど
ん
な
参
考
文
献
を
予
定
し
て
い

る
か
、春
学
期
中
の
報
告
の
お
お
ま
か
な
予
定
を

含
め
、Ａ
4
の
用
紙
1
枚
に
ま
と
め
る
も
の
。い

う
ま
で
も
な
く
4
年
次
生
は
例
年
、就
職
活
動

と
の
か
ね
あ
い
が
問
題
に
な
る
。計
画
通
り
に
進

む
か
ど
う
か
が
、内
定
の
出
方
次
第
に
な
る
の
は

否
め
な
い
と
こ
ろ
だ
。宮
澤
教
授
も「
ス
ム
ー
ズ

に
い
け
ば
、4
年
次
の
夏
合
宿
で
あ
る
程
度
の
骨

格
は
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
、秋
学
期
は
そ
れ

を
裏
付
け
る
よ
う
な
周
辺
デ
ー
タ
を
集
め
た
り

す
る
だ
け
で
十
分
卒
論
は
仕
上
が
る
は
ず
な
の

で
す
が
、そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
理
想
で
、な
か
な

か
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
」と
苦
笑
す
る
。

  

身
に
つ
け
た
想
像
力
が

　
　  

　
社
会
で
も
役
立
つ

　
ゼ
ミ
の
2
年
半
で
学
生
に
何
を
学
び
、ど
ん
な

こ
と
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
か
、宮
澤
教
授
に
聞

い
た
。

　「
も
ち
ろ
ん
経
済
学
を
学
ぶ
と
い
う
の
は
基
本

で
す
が
、経
済
に
は
限
ら
な
い
一
般
的
な
意
味
も

経
済
学
部
　

宮
澤 

和
俊 

ゼ
ミ

豊
か
な
想
像
力
で

因
果
関
係
を
分
析
し
実
証
す
る
。
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含
め
て
言
え
ば
、1
つ
は
想
像
力
で
す
。例
え
ば
、

デ
ー
タ
を
集
め
て
回
帰
分
析
を
す
る
場
合
で
も
、

最
初
は
こ
れ
と
こ
れ
に
因
果
関
係
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
あ
る
程
度
自
分
で
想
像
し
、そ
れ
に

基
づ
い
て
デ
ー
タ
を
集
め
裏
づ
け
し
て
い
く
作

業
に
な
り
ま
す
。つ
ま
り
デ
ー
タ
収
集
の
前
の
段

階
で
想
像
力
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。で
す
か

ら
ま
ず
豊
か
な
想
像
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

教
室
で
は
一
応
経
済
学
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
学
ん
で

い
る
の
で
す
が
、実
際
に
デ
ー
タ
を
使
っ
て
何
か

を
す
る
と
い
う
と
き
に
応
用
す
る
の
が
な
か
な

か
難
し
い
。こ
う
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
こ
う

い
う
因
果
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

ふ
う
に
、想
像
力
で
教
室
の
勉
強
と
自
分
の
研
究

を
結
び
つ
け
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
」

　
そ
う
し
た
想
像
力
は
、社
会
に
出
て
か
ら
も
い

ろ
ん
な
場
面
で
役
に
立
つ
は
ず
、と
宮
澤
教
授
は

言
う
。

  

高
い
問
題
意
識
を
持
つ

  

　
　
　
　
　
　
ゼ
ミ
生
た
ち

　
今
回
取
材
し
た
の
は
3
年
次
生
の
ゼ
ミ
。夏
合

宿
が
終
わ
り
、自
分
の
研
究
の
方
向
性
が
定
ま

り
つ
つ
あ
る
段
階
だ
。彼
ら
は
今
、ど
ん
な
こ
と

に
最
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。13
人

の
ゼ
ミ
生
を
代
表
し
て
4
人
に
話
を
聞
い
た
。

　
公
共
経
済
と
い
う
テ
ー
マ
が
示
す
よ
う
に
、宮

澤
ゼ
ミ
は
比
較
的
公
務
員
志
望
の
学
生
が
多
い
。

増
田
裕
人
さ
ん
と
川
上
之
成
さ
ん
も
そ
う
だ
。

2
人
と
も
公

務
員
を
目
指

し
て
い
る
と
い

う
通
り
、公
共

の
福
祉
や
税
金

に
関
心
が
あ
る

と
い
う
。

　
増
田
さ
ん

は
雇
用
や
生

活
保
護
な
ど
の

社
会
保
障
を

ど
う
す
る
べ
き

か
、
自
分
の
目

で
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
思
い
、実
際
に”
現

場“
に
足
を
運
ん
だ
経
験
を
持
つ
。

　「
日
雇
労
働
者
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
場
所
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
が

多
く
住
ん
で
い
る
地
区
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
の
で
は
な
く
、自
分
の
足
で
歩

い
て
調
べ
る
と
、考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。そ

れ
ま
で
は
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
は
生
活
保
護

で
助
け
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
感
情

が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、た
だ
お
金
を
渡
す
の
で

は
な
く
働
け
る
人
た
ち
に
は
仕
事
を
与
え
る
、働

い
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
ほ
う

が
大
事
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
川
上
さ
ん
の
一
番
の
関
心
事
は
消
費
税
。「
以

前
3
％
か
ら
5
％
に
上
が
っ
た
時
に
は
ど
ん
な

変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
調
べ
、そ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
デ
ー
タ
を
も
と
に
今
回
の
増
税
に
よ
っ
て
ど
ん

な
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
か
を
分
析
し
た
い
。今

後
ど
う
い
う
風
に
な
る
の
か
、ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
人
に
最
も
影
響
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
一
方
、對つ
い

比ひ

地じ

政
樹
さ
ん
と
吉
岡
志
高
さ
ん
は

一
般
企
業
が
志
望
だ
。

　「
中
小
企
業
の
社
長
さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
っ

て
、今
景
気
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
の
に
、み
な
さ
ん
実
感
が
な
い
、一
部
の
大
企

業
だ
け
が
潤
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
ま

す
。そ
れ
を
聞
い
て
、本
当
に
景
気
は
よ
く
な
っ

て
い
る
の
か
、景
気
が
よ
く
な
る
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」と
話
す
對
比
地
さ
ん
は
、教
室
で
は

生
ま
れ
て
こ
な
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

　
吉
岡
さ
ん
の
関
心
が
向
か
う
の
は
税
制
だ
。

　「
自
分
自
身
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
て
思
っ
た

の
は
、所
得
税
の
控
除
な
ど
が
複
雑
で
、そ
れ
が

時
に
勤
労
意
欲
の
減
退
を
生
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。税
制
が
人
の
労
働
に

対
す
る
意
識
や
行
動
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え

る
の
か
、税
制
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
勉
強
し
な

く
て
は
、と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
経
済
学
部
は
ゼ
ミ
が
必
修
で
は
な
い
。卒
論

を
書
か
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
い
く
学
生
が
、少
な

い
と
は
い
え
、例
年
何
人
か
は
い
る
。宮
澤
教
授

は「
そ
れ
で
も
あ
え
て
ゼ
ミ
に
入
っ
た
の
で
す
か

ら
、最
後
ま
で
つ
い
て
き
て
卒
論
を
出
し
て
卒
業

し
て
ほ
し
い
」と
願
う
が
、少
な
く
と
も
こ
の
4

人
に
そ
ん
な
心
配
は
無
用
だ
ろ
う
。
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A 石井教授が監修した「京都市身体
活動・運動に関する行動指針」（左）と

「京ロコステップ＋10」（右）

歩
き
た
く
な
る
環
境
・  目
標
づ
く
り
を

　
能
動
的
な
健
康
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
現
代
、そ

う
い
う
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、適
し
た
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
の
や
り
方
を
提
案
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が「
体

力
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」の
目
的
で
す
。前
身
の

「
健
康
体
力
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
大
学
と
社
会

と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
部
分
を
さ
ら
に
特
化
し
た
の
が
、こ
の
研
究
セ
ン

タ
ー
と
い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
、糖
尿
病
の
患
者
が
爆
発
的
に
増
え
て
い
ま

す
が
、こ
れ
は
身
体
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か

な
り
改
善
で
き
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
難
し
い
の
は
、ど
の
程
度
の
身
体
活
動
を
行

え
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
と
、そ
れ
を
保
ち
続
け

る
こ
と
で
す
。そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、動
き
た

く
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
や
目
標
づ
く
り
。例

え
ば
、京
都
市
内
に
は
歴
史
的
遺
物
が
あ
り
、風
光

明
媚
な
こ
と
か
ら
歩
く
こ
と
に
非
常
に
適
し
て
い

ま
す
。そ
れ
を
活
か
し
、神
社
仏
閣
の
石
段
を
使
っ

て
運
動
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま

す
。私
が
商
標
登
録
し
て
い
る「
歩ぽ

っ
ぽ
じ
ゅ
く

歩
塾
」で
は
、歩

数
計
で
測
っ
た
歩
数
か
ら
目
標
歩
数
を
弾
き
出
し
、

同
時
に
科
学
的
な
こ
と
を
踏
ま
え
て
健
康
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、歩
き
た
く
な
る
よ
う
に

健康づくりで大学と社会の
インターフェイスの役割を果たす

　2008年4月、スポーツ健康科学部の誕生とともに発足した「健康体力科学研究センター」。その活動が5年の期限を迎え、今年3月、発展的解消

により生まれたのが「体力医科学研究センター」である。体力医科学研究センターは遺伝子や細胞レベルの研究ではなく、身体そのものやそれを

取り巻く環境など、より実際的な研究に重点を置く。とくに「高齢者や子どもの運動指針」「身体活動とメンタルヘルス」「介護予防」など、具体的な

課題の解決方法を探り、社会に還元できる成果を発信する。その活動状況やすでに生まれ始めている成果について、前身のセンター時代からプロ

ジェクトの1つとして、子どもの身体活動量および強度の判定に取り組んできた、センター長の石井好二郎スポーツ健康科学部教授に伺った。

石井 好二郎
【スポーツ健康科学部教授】

体力医科学研究センター
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同 志 社 の 研 究 は 今

「第14回日本健康支援学会年次学術大会」
にて学術大会奨励賞を受賞（右:中山侑紀
さん）

「京都市民健康づくりプラン（第2次）策定に係
る市民シンポジウム」会場での下肢筋力測定
の様子

B

C

B

C

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
ま
す
。実
際
に
今
、

京
都
市
下
京
区
で
は
住
民
の
方
が
歩
く
こ
と
を
実

践
し
、結
果
的
に
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

実
験
室
に
と
ど
ま
ら
な
い

多
彩
な
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

　
高
齢
化
社
会
の
中
で
高
齢
者
を
ケ
ア
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
な
の
で
す
が
、一
方
で
少
子
化
が
進
む

子
ど
も
た
ち
が
脆
弱
で
あ
れ
ば
社
会
を
支
え
ら
れ

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
ま
す
。子
ど
も
は
決
し
て
体
力
向
上
や
健

康
づ
く
り
を
考
え
て
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。わ
れ
わ
れ
は
身
体
を
動
か

し
て
い
く
こ
と
で
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を

測
定
し
て
い
ま
す
。歩
数
計
の
よ
う
な
活
動
量
計

と
い
う
も
の
が
あ
り
、こ
れ
は
単
に
歩
数
だ
け
で
な

く
、身
体
活
動
が
強
い
か
弱
い
か
も
読
み
取
り
ま

す
。大
人
を
基
準
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、「
二

重
標
識
水
法
」と
い
う
方
法
を
同
時
に
使
っ
て
調

べ
る
と
、ど
の
く
ら
い
身
体
活
動
を
行
っ
た
の
か
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
た
の
か
が
高
い
精
度
で
わ

か
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、子
ど
も
に
関
し

て
は
、身
体
活
動
量
だ
け
で
な
く
身
体
活
動
強
度
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。大
人
は
歩

く
だ
け
の
動
き
で
量
を
稼
げ
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち

は
走
る
な
ど
の
あ
る
程
度
強
い
動
き
が
入
っ
て
こ
な

い
と
量
が
稼
げ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ど
の
く
ら
い
の
強
度
が
必
要
か
を
、私
た
ち
は
加
速

度
計
を
使
っ
て
走
り
出
す
速
度
も
わ
か
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。走
っ
て
い
る
時
間
が
短
く
て
も
、そ
れ
が

入
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
は
身
体

活
動
量
が
上
が
り
、体
力
も
上
が
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
実
験
室
に
こ
も
っ
て
研
究
を
す
る
と
い
う
よ
り
、

そ
う
し
た
デ
ー
タ
を
集
め
て
答
え
を
出
し
て
い
く

の
が
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
で
す
。セ
ン
タ
ー
の
メ
ン

バ
ー
に
は
他
大
学
の
先
生
や
一
般
企
業
、医
療
関
係

の
方
も
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、実
験
室
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、そ
う
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し

て
、学
校
や
地
域
な
ど
多
く
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
を

使
っ
て
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア”
ア
リ
ー“
で

健
康
寿
命
を
伸
ば
す

　
今
、要
介
護
に
な
る
原
因
の
ト
ッ
プ
は
運
動
器

の
障
害
で
す
。骨
や
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
が
弱
く

な
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、要
支
援
・
要
介
護
に

な
る
と
い
う
の
が
３
分
の
１
以
上
を
占
め
て
い
る

の
で
す
。今
年
、厚
生
労
働
省
が「
健
康
日
本
21（
第

２
次
）」と
い
う
日
本
人
の
健
康
プ
ラ
ン
を
出
し
ま

し
た
が
、そ
の
中
で
課
題
と
な
っ
た
の
が
平
均
寿
命

と
、自
力
で
問
題
な
く
生
き
て
い
け
る
健
康
寿
命
の

幅
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と
で
す
。健
康
寿
命
を
阻

害
す
る
３
大
因
子
の
１
つ
が
運
動
器
の
障
害
、ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
す
。運
動
機
能
に
障
害

が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、要
支
援
・
要
介
護
に
な

り
健
康
寿
命
が
短
く
な
る
。運
動
器
な
の
で
、大
き

な
原
因
は
使
わ
な
い
こ
と
に
よ
る
衰
え
で
す
。衰
え

る
と
も
ろ
く
な
り
、も
ろ
く
な
る
と
し
ん
ど
い
の
で

動
く
の
が
億
劫
に
な
り
、ま
た
も
ろ
く
な
る
。負
の

連
鎖
で
す
。い
か
に
し
て
動
く
よ
う
に
す
る
か
、歩

く
だ
け
で
足
り
る
部
分
と
、歩
く
だ
け
で
は
足
り
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、京
都
市
内
の
神
社

仏
閣
の
石
段
を
使
う
の
で
す
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
は

な
く
、バ
リ
ア”
ア
リ
ー“
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
だ
ん
だ

ん
弱
く
な
っ
て
い
っ
て
い
た
の
を
、今
度
は
バ
リ
ア

を
あ
り
に
し
て
そ
れ
を
超
え
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

発
育
・
発
達
期
の
子
ど
も
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
注
目

　
も
う
１
つ
、当
セ
ン
タ
ー
が
注
目
し
て
い
る
も
の

に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
あ
り
ま
す
。わ
れ
わ
れ
の
研

究「
児
童
期
か
ら
生
徒
期
に
お
け
る
身
体
活
動
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
の
関
連
性
の
検
討
」は
、平
成

25
年
度
か
ら
３
年
間
を
対
象
に
し
た
日
本
体
力
医

学
会
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、大
阪
で
１
３
０
０

人
ほ
ど
の
中
学
生
に
実
施
し
た
予
備
研
究
で
は
、

身
体
活
動
の
強
度
が
あ
る
程
度
高
い
運
動
を
し
て

い
る
子
ど
も
の
ほ
う
が
、マ
イ
ナ
ス
の
状
況
に
対
し

て
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
と
い
う
結
果

が
出
ま
し
た
。強
い
運
動
を
す
る
こ
と
が
子
ど
も
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
で
、さ
ら
に
拡
大
し
て
全
国
で
１
万
人

規
模
の
実
験
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
中
に
は
自
己
効
力
感
、

だ
め
な
も
の
は
だ
め
だ
と
い
う
気
持
ち
を
培
う
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。い
じ
め
が
あ
る
時
、直
接
い
じ

め
て
い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、そ
れ
を
黙
っ
て
容
認

し
て
い
る
人
が
い
じ
め
を
支
え
て
い
る
と
い
う
構
図

が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
に
対
し
て
い
や
な
も

の
は
い
や
だ
、悪
い
こ
と
は
悪
い
と
言
え
る
気
持
ち

が
ど
う
や
っ
て
育
つ
の
か
。そ
う
い
う
こ
と
を
か
ら

め
な
が
ら
身
体
活
動
の
量
、強
度
が
子
ど
も
た
ち
に

ど
れ
く
ら
い
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
い
き
ま
す
。高
齢
者
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
確

実
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、発
育
・

発
達
期
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
ど
う
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
見
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
５
年
が
期
限
で
す
が
、研
究
論
文

を
出
す
だ
け
で
な
く
、重
要
な
の
は
こ
こ
で
培
っ
た

成
果
を
ど
の
よ
う
に
社
会
に
対
し
て
展
開
し
て
い

く
か
で
す
。開
発
と
展
開
を
同
時
に
進
め
て
い
く
、そ

れ
が
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
で
あ
り
役
割
な
の
で
す
。
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就
職
を
取
り
巻
く
状
況

企
業
の
求
め
る
人
材

　
大
学
生
の
新
卒
就
職
に
関
し
て
2
0
1
3
年
4

月
に
政
府
か
ら
経
済
3
団
体
に
要
請
が
な
さ
れ
、9

月
に
日
本
経
済
団
体
連
合
会
か
ら「
採
用
選
考
に
関

す
る
指
針
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。学
生
が
徹
底
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、

現
2
年
次
生（
2
0
1
6
年
4
月
採
用
）か
ら
、企
業

の
広
報
活
動
の
開
始
時
期
が
3
年
次
生
の
3
月
に
、

採
用
選
考
活
動
の
開
始
時
期
が
4
年
次
生
の
8
月

に
後
ろ
倒
し
に
な
り
ま
す
。懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
、

選
考
時
期
が
短
期
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、準
備
不
足

の
ま
ま
の
就
職
活
動
が
不
本
意
な
結
果
へ
と
繋
が

る
こ
と
で
す
。従
っ
て
3
年
次
生
の
3
月
ま
で
の
準

備
が
大
切
に
な
り
ま
す
。キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

就
職
活
動
準
備
の
た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

催
時
期
や
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
現
3
年
次
生（
2
0
1
5
年
4
月
採
用
）は
昨
年

同
様
に
、広
報
活
動
は
3
年
次
生
の
12
月
か
ら
、採
用

選
考
活
動
は
4
年
次
生
の
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、9
月
30
日
か
ら
10
月
4
日

ま
で
の
間
、今
出
川・
京
田
辺
両
校
地
で
実
施
し
た
第

１
回
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
皮
切
り
に
多
様
な
セ
ミ
ナ
ー
、講

座
を
段
階
的
に
開
催
し
、12
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま

る
就
職
活
動
に
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
。ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は「
キ
ャ
リ
ア
の
第
一
歩

と
な
る
就
職
活
動
に
本
気
で
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
4
年
4
月
採
用
の
内
定
状
況（
日
本
経

済
新
聞
社
10
月
1
日
調
査
）は
3
年
連
続
で
前
年

度
実
績
を
上
回
り
ま
し
た
。銀
行
や
証
券
と
い
っ

た
非
製
造
業
が
7
.
3
％
の
増
加
と
な
る
一
方
で

製
造
業
は
慎
重
な
採
用
姿
勢
で
臨
む
企
業
が
多
く

5
.
4
％
減
と
2
年
連
続
の
減
少
と
い
う
状
況
で

す
。金
融
機
関
を
中
心
に
人
材
獲
得
競
争
が
厳
し
く

な
る
な
か
で
質
を
重
視
し
て
採
用
を
絞
り
込
む
傾

向
も
伺
え
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
環
境
の
中
で

国
際
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、「
コ
ア
人
材
」つ

ま
り
企
業
の
発
展
を
支
え
る
次
世
代
を
担
う
人
材

を
確
保
す
る
た
め
に
、「
厳
選
採
用
」の
姿
勢
が
定
着

し
て
い
ま
す
。企
業
は
単
に
数
合
わ
せ
で
採
用
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、「
コ
ア
に
な
る
人
材
が
ほ
し
い
」

と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　
一
人
で
複
数
の
内
々
定
を
得
る
学
生
と
最
終
面

接
に
至
る
も
の
の
内
々
定
を
得
ら
れ
ず
、長
期
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
学
生
の
二
極
化
傾
向
が
伺
わ
れ

ま
す
。企
業
の
知
名
度
に
こ
だ
わ
っ
た
り
、特
定
の

業
種
に
偏
っ
た
就
職
活
動
を
行
っ
た
こ
と
で
苦
戦

　
そ
れ
で
は
、企
業
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。経
済
産
業
省
が
、職
場
や
地

す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。最
終
的
な
消
費

者
の
目
に
触
れ
な
い
企
業
で
あ
っ
て
も
業
績
を
伸

ば
し
、発
展
し
て
い
る
企
業
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

就
職
活
動
が
長
期
化
し
た
学
生
も
就
職
活
動
を
進

め
る
う
ち
に
自
分
に
合
っ
た
企
業
を
見
る
視
点
が

定
ま
り
、最
終
的
に
は
満
足
の
い
く
就
職
先
を
決
定

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。目
先
の
企
業

選
び
で
は
な
く
、自
分
自
身
が
ど
の
よ
う
な
道
を
歩

み
た
い
の
か
、就
職
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
ま
ず

は
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。

　
先
輩
達
の
反
省
点
と
し
て
は
、2
0
1
3
年
3
月

に
卒
業
し
た
本
学
学
生
の
就
職
活
動
を
終
え
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、応
募
先
選
択
段

階
で
の
反
省
点
と
し
て
、「
知
名
度
に
こ
だ
わ
り
す

ぎ
た
」が
1
位
で「
業
種
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
」「
職

種
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
」と
続
い
て
い
ま
す
。面
接
・

試
験
段
階
で
の
反
省
点
と
し
て
は
、「
志
望
動
機
が

あ
い
ま
い
」「
自
己
分
析
が
不
十
分
」「
自
己
P
R
の

不
足
」「
S
P
I
、一
般
常
識
の
勉
強
不
足
」が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す（
左
頁
参
照
）。

豊
か
な
人
生
の
た
め
に

　
　
充
実
し
た
学
生
生
活
を
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来
年
度
就
職
を
目
指
す
皆
さ
ん
へ

今
年
度
就
職
活
動
を
し
た

　
　   

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（「
2
0
1
3
年
度
　
就
職
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」か
ら
）

●
文
系
男
子
◆
就
職
活
動
が
始
ま
っ
た
ら
、い
ろ

い
ろ
な
所
に
行
き
、た
く
さ
ん
の
人
に
会
う
と
思
い

ま
す
。な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
人
と
会
っ
て
話
を
聞

い
て
、そ
の
会
社
が
本
当
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
る
所
な
の
か
、自
分
が
幸
せ
に
働
け
る
会

社
な
の
か
を
十
分
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。や
っ
た
ら

や
っ
た
だ
け
結
果
も
出
る
と
思
い
ま
す
し
、な
に
よ

り
就
職
活
動
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。年
次
の

低
い
方
は
、学
業
な
り
サ
ー
ク
ル
な
り
ア
ル
バ
イ
ト

な
り
を
一
生
懸
命
や
っ
て
、大
学
生
活
が
充
実
し
て

い
る
と
思
え
る
よ
う
に
全
力
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。（
経
済
）◆
早
く
内
定
が
で
る
人
も
居
れ
ば
な

か
な
か
出
な
い
人
も
い
ま
す
。私
も
な
か
な
か
内
定

が
出
ず
、本
当
に
苦
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
最

後
は
非
常
に
満
足
の
い
く
企
業
か
ら
内
定
を
頂
き

ま
し
た
。 

苦
し
く
て
も
絶
対
に
負
け
ず
、反
省
を
次

に
活
か
し
続
け
れ
ば
き
っ
と
結
果
は
つ
い
て
き
ま

す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に
は

気
を
つ
け
て
。（
政
策
）◆
就
職
活
動
を
通
じ
て
様
々

な
経
験
を
す
る
と
思
い
ま
す
。自
分
が「
何
者
」な

の
か
。 

周
り
に
与
え
る
影
響
、押
し
付
け
ら
れ
る
影

響
を
通
じ
て
、自
分
の
人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
）●
文
系
女
子
◆
就
職
活
動

は
、「
自
分
と
の
戦
い
」で
す
。ゴ
ー
ル
は
内
定
を
頂

い
て
、自
分
の
夢
を
叶
え
る
道
を
掴
む
こ
と
で
す
。

自
分
の
目
で
、常
に
こ
の
ゴ
ー
ル
を
見
続
け
て
下
さ

い
。 

他
人
は
気
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、全
員

仲
間
で
す
。他
人
を
ラ
イ
バ
ル
視
す
る
と
、知
ら
な

い
間
に
自
分
の
目
に
は「
ゴ
ー
ル
」で
は
な
く
て「
他

人
」が
映
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ラ
イ
バ
ル
は
他
人
で

は
な
く
、常
に「
自
分
自
身
」で
あ
る
こ
と
に
気
が
付

い
た
人
が
、就
職
活
動
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

る
と
思
い
ま
す
。（
文
）◆
自
分
を
知
る
こ
と
が
一
番
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充
実
し
た
学
生
生
活
を

来
年
度
就
職
を
目
指
す
皆
さ
ん
へ

域
社
会
の
中
で
多
様
な
人
々
と
共
に
仕
事
を
行
っ

て
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
的
な
能
力
を「
社
会
人

基
礎
力
」と
し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
。「
前
に
踏
み
出

す
力（
ア
ク
シ
ョ
ン
）」、「
考
え
抜
く
力（
シ
ン
キ
ン

グ
）」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）」の
3

つ
の
基
礎
的
な
能
力
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
定
義
付

け
、そ
の
3
つ
の
能
力
を
主
体
性
、働
き
か
け
力
、実

行
力
、課
題
発
見
力
、計
画
力
、創
造
力
、発
信
力
、傾

聴
力
、柔
軟
性
、情
況
把
握
力
、規
律
性
、ス
ト
レ
ス

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
の
12
の
要
素
に
区
分
し
て
い
ま

す
。こ
の
12
の
要
素
の
う
ち
最
も
重
要
だ
と
考
え
ら

れ
る
要
素
と
し
て
、企
業
は「
主
体
性
」と「
実
行
力
」

を
挙
げ
て
い
ま
す
。日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ま
す
と
、企
業
が
選
考
時

に
重
視
す
る
能
力
の
1
位
は
9
年
連
続
で「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」で
し
た
。2
位
以
下
は「
主
体

性
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」、「
協
調
性
」と
続
い
て
い

ま
す
。企
業
が
新
卒
の
学
生
に
求
め
る
力
の
平
均
値

は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
つ
つ
、自

ら
主
体
的
に
行
動
し
、実
行
す
る
力
」と
集
約
で
き

る
で
し
ょ
う
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
、語

学
力
を
評
価
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
が
、単
に

語
学
が
得
意
な
だ
け
で
は
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。社
会

人
基
礎
力
を
備
え
た
う
え
で
の
語
学
力
で
す
。

す
。そ
し
て
そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
中
で
、自
ず

と
社
会
に
向
け
る
目
も
広
が
り
、多
く
の
人
と
関
わ

る
こ
と
で「
人
間
力
」が
磨
き
あ
げ
ら
れ
ま
す
。様
々

な
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
卒
業
後
の
人
生
を

豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、そ
の
よ
う
な
過
程
で
い
ろ

い
ろ
な
気
づ
き
を
し
て
成
長
し
た
学
生
に
企
業
は

魅
力
を
感
じ
、結
果
と
し
て
、就
職
活
動
に
お
け
る

評
価
に
も
繋
が
り
ま
す
。漫
然
と
し
た
日
々
を
送
る

の
で
は
な
く
、常
に
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、何
事

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。授
業
は

も
と
よ
り
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
あ
る
い
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
、自
分
の
興
味
・
関

心
の
あ
る
も
の
を
見
出
し
、そ
れ
に
真
剣
に
取
り
組

み
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
、失
敗
や
挫
折
を
経
験
す

る
こ
と
が
一
回
り
も
二
回
り
も
自
ら
を
成
長
さ
せ
ま

　
皆
さ
ん
が
就
職
す
る
目
的
は
、「
社
会
で
の
自

立
」、「
社
会
参
加
に
よ
る
貢
献
」、「
能
力
を
生
か
し
た

自
己
実
現
」と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。そ

の
た
め
に
は
ま
ず
、自
分
自
身
を
知
る
こ
と（
自
己
理

解
）が
就
職
活
動
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
職
業
で
実
現
で

き
る
の
か
、自
分
の
力
が
ど
の
よ
う
に
職
場
で
発
揮

で
き
る
の
か
考
え
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
を
考
え
る
手

段
と
し
て
、O
B・O
G
訪
問
や
企
業
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

参
加
な
ど
で
幅
広
く
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。そ
し
て
業
界
・
企
業
研
究
を
経
て
、自
分
の

や
り
た
い
職
業
、働
き
た
い
企
業
を
見
出
し
、業
務

内
容
を
よ
く
調
べ
、「
自
分
は
こ
の
会
社
で
ど
の
よ
う

に
働
き
た
い
か
」を
話
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。採
用
担
当
者
は
、面
接
な
ど
の

や
り
と
り
か
ら
、熱
意
、主
体
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、問
題
意
識
や
行
動
力
を
見
極
め
、「
一
緒
に

仕
事
を
し
た
い
人
物
か
」ど
う
か
を
判
断
す
る
か
ら

で
す
。皆
さ
ん
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
企
業
は
必
ず
発

見
で
き
る
は
ず
で
す
。自
分
を
信
じ
て
前
向
き
に
就

職
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

P L A C E M E N T

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
き
た

い
か
、人
生
を
か
け
て
何
を
成
し
遂
げ
た
い
の
か
。

”
W
h
y
?“,
”
W
h
a
t
?“
を
繰
り
返
し
自
分

自
身
に
聞
い
て
み
る
と
自
ず
と
選
択
肢
は
少
な
く

な
っ
て
く
る
は
ず（
た
だ
初
め
は
色
ん
な
業
界
を
見

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
）。周
り
に
流
さ
れ
ず
、自

分
に
自
信
を
持
っ
て
！
（
法
）◆
就
職
活
動
の
終

わ
り
は
、内
定
が
出
た
時
で
は
な
く
、自
分
自
身
が

納
得
し
た
時
で
す
。 

就
職
活
動
を
終
え
た
後
の
成

長
し
て
い
る
自
分
を
想
像
し
な
が
ら
、不
安
や
悩
み

と
向
き
合
っ
て
戦
っ
て
く
だ
さ
い
。（
商
）◆
１
０
０

％
う
ま
く
い
く
こ
と
は
、ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
で

す
。 

挫
折
を
味
わ
っ
た
り
、自
分
を
見
失
い
そ
う
に

な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、最
後
ま
で
諦
め

な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。金
融
を
受
け
る

人
は
、と
に
か
く
自
己
分
析
が
大
切
で
す
。（
文
化
情

報
）●
理
系
男
子
◆
企
業
研
究
で
は
い
ろ
ん
な
分
野

に
目
を
向
け
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。幅
広
い
業
界
の

会
社
説
明
会
に
行
く
こ
と
で
、改
め
て
自
分
が
行
き

た
い
企
業
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
の
か
、ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に

な
り
た
い
の
か
…
そ
れ
は
い
ろ
ん
な
業
界
の
会
社

を
受
け
る
こ
と
で
考
え
が
固
ま
っ
て
き
ま
す
。（
生

命
研
究
科
）●
理
系
女
子
◆
就
職
活
動
を
す
る
に

あ
た
り
、S
P
I
な
ど
の
試
験
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、

自
己
分
析
と
企
業
研
究
は
し
っ
か
り
と
し
て
お
い

た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良

い
の
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
相
談
に
行
く
と
親
切
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

健
康
面
に
気
を
付
け
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
就
職
活
動
に
臨
ん
で
ほ
し
い
で
す
。（
理

工
）◆
周
り
の
人
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

就
職
活
動
を
行
い
、面
接
を
受
け
る
の
は
自
分
自
身

で
す
。 

協
力
す
る
こ
と
と
、頼
り
す
ぎ
る
こ
と
は
違

い
ま
す
。 

主
体
性
を
持
っ
て
行
動
す
れ
ば
、満
足
の

い
く
結
果
に
結
び
付
く
と
思
い
ま
す
。（
生
命
医
科
）

面接・試験段階での反省点

文系男子
文系女子
理工系

（％）
志
望
動
機
が

あ
い
ま
い

自
己
分
析
が

不
十
分

自
己
P
R
の

不
足

S
P
I
・

一
般
常
識
の

勉
強
不
足

基
礎
学
力
の

不
足

語
学
の
勉
強

不
足

専
門
の
勉
強

不
足

特
に
な
し

そ
の
他

0

10

20

30

40

50

応募先選択段階での反省点

文系男子
文系女子
理工系

（％）
業
種（
事
業
内
容
）に

こ
だ
わ
り
す
ぎ
た

職
種
に

こ
だ
わ
り
す
ぎ
た

勤
務
地
に

こ
だ
わ
り
す
ぎ
た

知
名
度
に

こ
だ
わ
り
す
ぎ
た

給
与
な
ど
の

労
働
条
件
に

こ
だ
わ
り
す
ぎ
た

資
本
金
な
ど
の

規
模
に

こ
だ
わ
り
す
ぎ
た

特
に
な
し

そ
の
他

0

10

20

30

40

60

50
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キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス

ハ
リ
ス
理
化
学
館

同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
館

熊
本
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
礼
拝
堂
の

建
設
に
つ
い
て

　
11
月
29
日
、待
望
の
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志

社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
開
館
し
ま
し
た
。当
日
は
本

学
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
て
、京
都
府
や
京

都
市
、包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
福
島
県
や
会
津

若
松
市
の
方
々
も
出
席
さ
れ
、盛
大
な
開
館
式

典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
館
は
、同
志
社
の
歴
史
と
創
立
者
新
島
襄

の
今
に
息
づ
く
精
神
を
、貴
重
な
資
料
に
よ
っ

て
紹
介
す
る
展
示
施
設
で
す
。建
物
名
の
由
来

に
も
な
っ
て
い
る
Ｊ
．Ｎ
．ハ
リ
ス
の
寄
附
に

よ
っ
て
１
８
９
０（
明
治
23
）年
に
竣
工
し
た

ハ
リ
ス
理
化
学
館
は
、な
が
ら
く
同
志
社
に
お

け
る
理
化
学
教
育
の
拠
点
と
な
っ
た
建
物
で

あ
り
、現
在
で
は
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定

　
９
月
４
～
６
日
の
２
泊
３
日
、６
回
目
と
な

る
熊
本
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
、14
人
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
草
創
期
の

同
志
社
で
活
躍
し
、同
志
社
の
源
流
を
形
作
っ

た
熊
本
バ
ン
ド
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、

参
加
学
生
が
同
志
社
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
体
感
す
る

も
の
で
す
。

　
学
生
た
ち
は
出
発
ま
で
に
３
回
の
事
前
学
習

を
行
い
、熊
本
で
の
訪
問
先
を
調
べ
、ゆ
か
り
の

地
ツ
ア
ー
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
イ
ム
や
卒

業
生
と
の
交
流
会
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
企

画
立
案
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
訪
問
で
は
、前
館
長

の
黒
田
孔
太
郎
氏
か
ら
藩
立
の
熊
本
洋
学
校

の
教
員
で
あ
っ
た
L
.
L
. 

ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
教

育
へ
の
信
念
や
、教
育
内
容（
す
べ
て
英
語
で
学

ぶ
）に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。学

生
た
ち
は「
答
え
は
教
え
ず
、自
分
で
解
く
よ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
開
館
に
よ
り
、常
設
展
示
や
年

数
回
の
企
画
展
を
行
う
た
め
の
展
示
室
な
ど
を

設
け
、新
た
な
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。ド
ラ
マ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
襄
と
八
重
、そ
し
て
同
志
社
の
歴
史
を

学
び
に
、ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
を
基
本
と
し
て
、現

在
、礼
拝
堂
な
ど
の
宗
教
施
設（
礼
拝
堂
及
び
付

属
施
設
）を
建
設
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

場
所
は
香
柏
館
高
層
棟
と
夢
告
館
の
間
に
建

設
さ
れ
ま
す
。現
在
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン

タ
ー
棟
の
南
側
で
、ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館

前
広
場
の
北
側
に
な
り
ま
す
。

　
す
ぐ
下
の
イ

メ
ー
ジ
図
は
付

属
施
設
で
あ
る

「
ラ
ウ
ン
ジ
・
新

島
襄
関
連
資
料

展
示
ス
ペ
ー
ス
」

か
ら
道
を
は
さ

ん
で
礼
拝
堂
を

臨
む
も
の
で
す
。

2
つ
の
建
物
の

一
体
感
と
開
放

感
を
産
み
出
す

た
め
に
大
き
な

ガ
ラ
ス
面
を
用

い
た
り
、道
の
両

側
に
水
を
た
た

え
た
空
間（
新
島

襄
の
海
）を
備
え

る
な
ど
の
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
を
徳
育
の
基
本
と
す
る
同
志
社

大
学
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
精
神
的
な
シ
ン

ボ
ル
の
建
物
、施
設
と
な
り
ま
す
。チ
ャ
ペ
ル
・

ア
ワ
ー
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
活
動
を
は
じ

め
、日
常
的
に
講
演
会
や
学
生
団
体
の
成
果
発

表
な
ど
、多
様
な
用
途
で
活
用
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　
完
成
は
2
0
1
4
年
末
か
ら
2
0
1
5
年
春

を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
2
0
1
3
年
2
月
に
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
礼

拝
堂
設
計
提
案
の
国
際
コ
ン
ペ
を
行
い
、応
募

作
品
3
7
9
点（
国
内
3
5
8
点
、海
外
21
点
）
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本
誌
№
１
７
６（
２
０
１
３
年
10
月
１
日
発
行
）

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
P
．８

　【
誤
】藤
野  

可
織
さ
ん

　
　
　【
２
０
０
３
年 

大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　  

博
士
課
程（
前
期
課
程
）修
了
】

　
　
↓

　【
正
】藤
野  

可
織
さ
ん

　
　
　【
２
０
０
4
年 

大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　  

博
士
課
程（
前
期
課
程
）修
了
】

公
式faceb

o
o

k

ペ
ー
ジ
が

で
き
ま
し
た
！

に
自
己
啓
発
型
の
学
習
を
徹
底
さ
せ
た
」と
い

う
教
育
方
針
に
感
銘
を
受
け
、熊
本
バ
ン
ド
か

ら
同
志
社
英
学
校
の
社
長
・
総
長
を
５
人
も
輩

出
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。訪
問

の
途
中
で
、ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
の
隣
に
あ
る
水
前

寺
保
育
園
の
興
津
景
一
園
長
か
ら
熊
本
名
物
い

き
な
り
団
子
と
飲
み
物
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
た
く
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
徳
富
記
念
館
の
見
学
、卒
業
生

の
難
波
信
義
氏
が
牧
師
を
務
め
る
草
葉
町
教
会

で
の
礼
拝
、そ
し
て
午
後
か
ら
は
３
班
に
分
か

れ
て
熊
本
の
名

所
を
訪
ね
ま
し

た
。
夜
に
は
、
九

州
学
院
の
内
村

公
春
院
長
の
講

演
に
引
き
続
き

同
志
社
校
友
会

熊
本
県
支
部
と

の
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。学
生
は
卒
業
生
の
方
々
か
ら
自
分

た
ち
が
生
ま
れ
る
前
の
学
生
生
活
や
キ
ャ
ン
パ

ス
の
様
子
を
伺
い
、就
職
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。交
流

会
の
最
後
に
は
、卒
業
生
、学
生
、教
職
員
が
輪

に
な
っ
て
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、熊
本
バ
ン
ド
が
1
8
7
6
年

１
月
30
日
に
花
岡
山
で
奉
教
趣
意
書
に
署
名
し

た
こ
と
を
記
念
し
、同
志
社
が
創
立
90
年
記
念

に
寄
贈
し
た「
奉
教
之
碑
」の
前
で
学
生
が
自
ら

の
志
を
述
べ
て
解
散
式
を
行
い
ま
し
た
。キ
ャ

ン
プ
を
終
え
た
学
生
た
ち
か
ら
は
、「
同
志
社

草
創
期
の
偉
人
を
知
り
、多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
」、「
学
部
を
超
え
た
学
生
同
士
の
新
た
な
出

会
い
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
も
関
係
を
深
め
て
い

き
た
い
」、「
社
会
で
活
躍
を
し
て
い
る
卒
業
生

と
の
交
流
を
通
じ
て
卒
業
後
の
同
志
社
と
の
つ

な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。来
年
１
月
30
日
に
花
岡
山

で
行
わ
れ
る「
奉
教
之
碑
」早
天
祈
祷
会
に
は
、

当
セ
ン
タ
ー
の
越
川
弘
英
副
所
長
が
招
聘
を
受

け
て
奨
励
を
行
う
予
定
で
す
。

（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
10
月
１
日
か
ら
同
志
社
大
学
公
式faceb

ook

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
現
在
の
同
志
社
大
学
の
姿
を
随
時
お
伝
え
し

　
9
月
10
日
、本
年
5
月
に
実
施
さ
れ
た
司
法

試
験
の
合
格
者
が
法
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。本
研
究
科（
同
志
社
大
学
法
科
大
学
院
）

の
修
了
者
は
42
名
の
合
格（
昨
年
は
44
名
）で
あ

り
、法
科
大
学
院
別
合
格
者
数
で
は
全
国
第
12

位
で
し
た
。関
係
の
皆
様
方
に
は
日
頃
の
ご
支

援
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
と

も
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
司
法
研
究
科
）

て
い
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き「
い
い
ね
！
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

http
s://w

w
w

.faceb
ook

.com
/d

osh
ish

a.

u
n
iversity

（
広
報
課
）

■
平
成
25
年
度
　
司
法
試
験

　
　
　
　
　
　
　
法
科
大
学
院
別
合
格
者
数

今
年
度
の

司
法
試
験
結
果
に
つ
い
て

前
号（
1
7
6
号
）掲
載
記
事
に
つ
い
て

順 

位

   

大
学
名
　           

合
格
者
数

1 

位

慶
應
義
塾
大
学
　
　 

2
0
1
人

東
京
大
学
　
　
1
9
7
人

早
稲
田
大
学
　
　 

1
8
4
人

中
央
大
学
　
　
1
7
7
人

京
都
大
学
　
　
1
2
9
人

明
治
大
学
　
　 

65
人

大
阪
大
学
　
　
51
人

北
海
道
大
学
　
　
50
人

上
智
大
学
　
　
46
人

神
戸
大
学
　
　
46
人

同
志
社
大
学
　
　
42
人

名
古
屋
大
学
　
　
40
人

立
命
館
大
学
　
　
40
人

九
州
大
学
　
　
39
人

一
橋
大
学
　
　
67
人

7 

位
2 

位
8 

位
3 

位
9 

位
4 

位
10 

位
10 

位
12 

位
13 

位
13 

位
15 

位
5 

位
6 

位
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本
学
教
員
の
執
筆
図
書
紹
介

図
書
館
調
べ（
価
格
は
税
別
）

住
民
と
創
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

永
田
祐 

著
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
2,
5
0
0
円

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

石
田
信
博
　
他 

著
　
晃
洋
書
房
　
2,
2
0
0
円

桃
山
時
代
　
黄
金
と
わ
び

狩
野
博
幸
　
他 
解
説
　
小
学
館
　
1
5,
0
0
0
円

「
幸
せ
」の
経
済
学

橘
木
俊
詔 

著
　
岩
波
書
店
　
1,
7
0
0
円

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

橘
木
俊
詔
　
浜
矩
子
　
他 

著
　
岩
波
書
店
　
1,
9
0
0
円

政
策
学
入
門

新
川
達
郎
　
編
　
新
川
達
郎
　
真
山
達
志
　
山
谷
清
志

今
川
晃
　
今
里
滋
　
武
藏
勝
宏
　
風
間
規
男
　
月
村
太
郎 

著

法
律
文
化
社
　
2,
5
0
0
円

風
雅
と
官
能
の
室
町
歌
謡

植
木
朝
子 

著
　
角
川
学
芸
出
版
　
2,
0
0
0
円

基
礎
か
ら
学
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
概
論

石
井
好
二
郎
　
他 

著
　
大
修
館
書
店
　
1,
8
0
0
円

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ

庭
田
茂
吉
　
他 

訳
　
萌
書
房
　
2,
6
0
0
円

今
様

植
木
朝
子 

著
　
笠
間
書
院
　
1,
2
0
0
円

秩
序
と
規
範

佐
伯
順
子
　
他 

著
　
岩
波
書
店
　
3,
8
0
0
円

租
税
法
に
お
け
る
文
理
解
釈
と
限
界

占
部
裕
典 

著
　
慈
学
社
出
版
　
1
6,
0
0
0
円

国
際
会
計
基
準 

田
口
聡
志
　
他 

著
　
税
務
経
理
協
会
　
2,
8
0
0
円

言
語
表
現
学
の
基
礎
と
応
用

山
内
信
幸
　
他 

著
　
清
文
堂
出
版
　
4,
5
0
0
円

文
学
の
言
語
表
現
学

藤
井
俊
博
　
他 

著
　
清
文
堂
出
版
　
4,
6
0
0
円

現
代
民
事
法
の
実
務
と
理
論  

上
巻

安
永
正
昭
　
森
本
滋
　
森
田
章
　
他 

著

金
融
財
政
事
情
研
究
会
　
2
4,
0
0
0
円

人
権
保
障
の
現
在

新
井
京
　
黒
坂
則
子
　
佐
伯
彰
洋
　
太
田
裕
之

勝
山
教
子
　
他 

著
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
　
3,
4
0
0
円

論
集
文
学
と
音
楽
史

植
木
朝
子
　
他 

著
　
和
泉
書
院
　
1
5,
0
0
0
円

会
計
認
識
領
域
拡
大
の
論
理

志
賀
理 

著
　
森
山
書
店
　
2,
8
0
0
円

マ
ク
ロ
金
融
経
済
の
基
礎
理
論

藤
原
秀
夫 

著
　
晃
洋
書
房
　
3,
0
0
0
円

比
較
文
化
へ
の
視
点

竹
本
知
行
　
他 

著
　
英
光
社
　
3,
4
0
0
円

経
済
学
者
に
聞
い
た
ら
、

ニ
ュ
ー
ス
の
本
当
の
と
こ
ろ
が
見
え
て
き
た

浦
坂
純
子
　
他 

著
　
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
　
1,
4
0
0
円

家
族
療
法
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

早
樫
一
男
　
他 

著
　
金
剛
出
版
　
5,
6
0
0
円

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
文
学	

金
津
和
美
　
他 

著
　
開
文
社
出
版
　
4,
8
0
0
円

経
済
政
策
の
射
程
と
限
界

浜
矩
子
　
他 

著
　
扶
桑
社
　
1,
4
0
0
円

［
D
V
D
］キ
リ
ス
ト
教
危
機
と
復
活
の
歴
史

　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
の
起
源	

小
原
克
博
　
日
本
語
字
幕
版
監
修
　
丸
善
出
版
　
3
5,
0
0
0
円

［
D
V
D
］キ
リ
ス
ト
教
危
機
と
復
活
の
歴
史

　
　
　
　
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰	

小
原
克
博
　
日
本
語
字
幕
版
監
修
　
丸
善
出
版
　
3
5,
0
0
0
円

［
D
V
D
］キ
リ
ス
ト
教
危
機
と
復
活
の
歴
史

　
　
　
　
正
教
会
の
歴
史

小
原
克
博
　
日
本
語
字
幕
版
監
修
　
丸
善
出
版
　
3
5,
0
0
0
円

［
D
V
D
］キ
リ
ス
ト
教
危
機
と
復
活
の
歴
史

　
　
　
　
宗
教
改
革

小
原
克
博
　
日
本
語
字
幕
版
監
修
　
丸
善
出
版
　
3
5,
0
0
0
円

［
D
V
D
］キ
リ
ス
ト
教
危
機
と
復
活
の
歴
史

　
　
　
　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

小
原
克
博
　
日
本
語
字
幕
版
監
修
　
丸
善
出
版
　
3
5,
0
0
0
円

［
D
V
D
］キ
リ
ス
ト
教
危
機
と
復
活
の
歴
史

　
　
　
　
被
告
席
に
立
つ
神

小
原
克
博
　
日
本
語
字
幕
版
監
修
　
丸
善
出
版
　
3
5,
0
0
0
円

ク
ロ
ア
チ
ア
を
知
る
た
め
の
60
章

月
村
太
郎
　
他 

著
　
明
石
書
店
　
2,
0
0
0
円

株
式
会
社
法
大
系

中
西
敏
和
　
伊
藤
靖
史
　
他 

著
　
有
斐
閣
　
5,
7
0
0
円

会
社
事
件
手
続
法
の
現
代
的
展
開

川
嶋
四
郎
　
他 

編
著
　
日
本
評
論
社
　
4,
2
0
0
円

子
ど
も
と
青
少
年
の
た
め
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

&
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス

武
藤
崇
　
監
修
　
石
川
信
一
　
他 

監
訳
　
明
石
書
店
　
3,
6
0
0
円

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」の
真
相

浜
矩
子 

著
　
中
経
出
版
　
1,
0
0
0
円

憲
法
学
の
世
界

尾
形
健
　
他 

著
　
日
本
評
論
社
　
2,
4
0
0
円

世
論
調
査
の
新
し
い
地
平

西
澤
由
隆
　
飯
田
健
　
他 

著
　
勁
草
書
房
　
4,
6
0
0
円

表
彰
制
度

太
田
肇
　
他 

著
　
東
洋
経
済
新
報
社
　
1,
6
0
0
円

近
代
日
本
の
歴
史
都
市 : 

古
都
と
城
下
町 

田
中
智
子
　
他 

著
　
思
文
閣
出
版
　
7,
8
0
0
円

子
ど
も
の
不
安
と
抑
う
つ
に
対
す
る
認
知
行
動
療
法

石
川
信
一 

著
　
金
子
書
房
　
3,
0
0
0
円

「
新
し
い
公
共
」と
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

新
川
達
郎
　
他 

著
　
敬
文
堂
　
2,
8
0
0
円

岩
波
基
本
六
法 

平
成
25（
2
0
1
3
）年
版

土
田
道
夫
　
他 

編
　
岩
波
書
店
　
2,
6
0
0
円

連
語
を
使
お
う : 

文
型
・
例
文
付
き
連
語
リ
ス
ト
と
練
習
問
題

松
本
秀
輔
　
米
澤
昌
子
　
執
筆
協
力
　
古
今
書
院
　
2,
8
0
0
円

S
c

o
ttis

h
 to

u
rs

　V
o

l.1

〜V
o

l.8

金
津
和
美 

編
　
金
津
和
美 

著（
別
冊
日
本
語
解
説
）

E
u
reka

 P
ress

　
1
4
8,
0
0
0
円

岩
波
判
例
セ
レ
ク
ト
六
法 

平
成
25（
2
0
1
3
）年
版

西
村
健
一
郎
　
他 

編
　
岩
波
書
店
　
2,
0
0
0
円

東
ア
ジ
ア
と
ア
ジ
ア
太
平
洋

寺
田
貴 

著
　
東
京
大
学
出
版
会
　
5,
8
0
0
円

町
内
会
の
研
究
　
増
補
版

鯵
坂
学
　
他 

編
著
　
御
茶
の
水
書
房
　
9,
2
0
0
円

政
府
間
競
争
の
経
済
分
析

田
中
宏
樹 

著
　
勁
草
書
房
　
4,
2
0
0
円

親
密
圏
と
公
共
圏
の
再
編
成

柴
田
悠 

他 

訳
　
京
都
大
学
学
術
出
版
会
　
3,
6
0
0
円

ス
ポ
ー
ツ
六
法
　
2
0
1
3

川
井
圭
司
　
他 

編
　
信
山
社
　
2,
5
0
0
円

教
師
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
つ
く
る

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育

佐
藤
豪
　
他 
著
　
あ
い
り
出
版
　
2,
6
0
0
円

組
織
を
強
く
す
る
人
材
活
用
戦
略

太
田
肇 

著
　
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
　
8
3
0
円

会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル 

7 

　
機
関（
1
）

中
西
敏
和
　
他 

著
　
商
事
法
務
　
6,
5
0
0
円

「
機
会
不
均
等
」論

橘
木
俊
詔 

著
　
P
H
P
研
究
所
　
1,
4
0
0
円

認
知
行
動
療
法
と
い
う
革
命

石
川
信
一
　
他 

訳
　
日
本
評
論
社
　
3,
0
0
0
円

フ
ラ
ン
シ
ス
・
キ
ン
グ
短
編
傑
作
集

山
本
妙
　
他 

訳
　
新
水
社
　
2,
8
0
0
円

礼
拝

越
川
弘
英 

著
　
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
　
1,
3
0
0
円

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
タ
ウ
ン
社
会
福
祉
入
門  

改
訂
版

上
野
谷
加
代
子
　
他 

著
　
有
斐
閣
　
1,
8
0
0
円

知
の
版
図

圓
月
勝
博
　
他 

著
　
悠
書
館
　
2,
8
0
0
円

帝
位
・
見
果
て
ぬ
夢
の
物
語

廣
田
收 

著
　
平
安
書
院
　
寄
贈（
金
額
記
載
な
し
）

「
倭
国
乱
」と
高
地
性
集
落
論
・
観
音
寺
山
遺
跡

若
林
邦
彦 

著
　
新
泉
社
　
1,
5
0
0
円

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
考
え
る

川
口
章 

著
　
有
斐
閣
　
1,
9
0
0
円

幸
福
の
人
類
学 : 

ク
リ
ス
マ
ス
の
ド
イ
ツ
・
正
月
の
日
本 

小
野
文
生
　
他 

著
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
　
2,
2
0
0
円

森
美
術
館
問
題
と
性
暴
力
表
現

岡
野
八
代
　
他 

著
　
不
磨
書
房
　
1,
8
0
0
円

現
代
の
日
本
政
治 : 

カ
ラ
オ
ケ
民
主
主
義
か
ら

歌
舞
伎
民
主
主
義
へ

オ
フ
ェ
ル
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
　
他 

著
　
原
書
房
　
4,
2
0
0
円

統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
性
教
育

見
原
礼
子
　
他 

著
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
5,
4
0
0
円

会
社
法
・
商
行
為
法
手
形
法
講
義
　
第
3
版

森
本
滋 

著
　
成
文
堂
　
2,
8
0
0
円

講
座 

東
ア
ジ
ア
の
知
識
人 

1
　
文
明
と
伝
統
社
会

小
川
原
宏
幸 

他 

著
　
有
志
舎
　
3,
6
0
0
円

E
U

（
欧
州
連
合
）を
知
る
た
め
の
63
章

月
村
太
郎
　
他 

著
　
明
石
書
店
　
2,
0
0
0
円

最
高
裁
民
法
判
例
研
究 

第
1
巻

総
則
・
物
権
・
担
保
物
権
・
債
権
総
論

梶
山
玉
香
　
他 

著
　
日
本
評
論
社
　
5,
0
0
0
円

最
高
裁
民
法
判
例
研
究 

第
2
巻

契
約
・
不
法
行
為
・
親
族
・
相
続

田
井
義
信
　
他 

著
　
日
本
評
論
社
　
5,
0
0
0
円
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今 回 の 同 志 社 人

歴史小説家

澤田瞳子さんに聞く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

羽は
ね

地ち 

咲 

さ
ん

【
社
会
学
部
産
業
関
係
学
科 

3
年
次
生
】

羽
地
●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
当
た
っ
て
ご
著
書
を

拝
読
し
ま
し
た
。私
は
基
本
的
に
社
会
学
な
ど

勉
強
に
関
係
す
る
本
と
、あ
と
は
や
わ
ら
か
い

中
身
の
本
ば
か
り
読
ん
で
い
た
の
で
、歴
史
小

説
と
聞
い
て
身
構
え
て
い
た
の
で
す
が
、と
て

も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。と
く

に『
孤
鷹
の
天
』は
、奈
良
時
代
を
舞
台
に
、役
人

を
養
成
す
る
学
校
で
勉
強
す
る
若
者
た
ち
の
波

乱
万
丈
の
物
語
。当
時
の
臨
場
感
が
作
品
か
ら

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
て
、た
い
へ
ん
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。歴
史
に
詳
し
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

澤
田
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
が
歴
史

小
説
を
書
き
始
め
た
の
は
、あ
な
た
方
の
よ
う

な
若
い
人
た
ち
に
も
歴
史
が
面
白
い
も
の
だ
と

伝
え
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。な
か
で
も『
孤
鷹
の

天
』は
、奈
良
時
代
の
青
春
群
像
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、幅
広
い
年
代
の
方
に
手
に
取
っ
て
も
ら
い

や
す
い
よ
う
に
書
き
ま
し
た
か
ら
、そ
う
言
っ
て

い
た
だ
け
る
の
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
。

羽
地
●
大
学
院
に
進
ま
れ
た
の
は
小
説
を
書
く

た
め
で
す
か
。

澤
田
●
も
と
も
と
は
研
究
職
を
目
指
し
て
い

た
の
で
す
。博
士
課
程
に
進
ん
で
研
究
者
に
な

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
大
学
院

で
研
究
し
て
い
る
う
ち
に
、学
問
を
通
し
て
伝

え
ら
れ
る
歴
史
は
、一
部
の
人
に
限
ら
れ
て
し

ま
う
。も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
歴
史
を
伝
え

る
方
法
は
な
い
か
、と
考
え
始
め
た
の
で
す
。歴

史
っ
て
中
学
・
高
校
の
詰
め
込
み
教
育
の
せ
い

も
あ
っ
て
、嫌
い
に
な
る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
本
当
は
と
っ
て
も
面
白
い
も

の
で
す
よ
、と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
く
て
。

そ
れ
で
大
学
院
は
前
期
課
程
で
や
め
て
、最
初

は
徳
間
書
店
の
月
刊
小
説
誌
に
連
載
エ
ッ
セ
イ

を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
、そ
の
後
、も
っ
と
長
い

も
の
に
取
り
組
み
た
い
と
小
説
に
転
向
し
ま
し

た
。小
説
家
に
、と
い
う
よ
り
も
、ま
ず
先
に
、歴

史
の
奥
深
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。

羽
地
●
歴
史
小
説
を
書
く
の
は
大
変
な
こ
と
だ

と
思
う
の
で
す
が
、や
は
り
苦
し
い
こ
と
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

澤
田
●
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す（
笑
）。と
く

に
奈
良
時
代
は
小
説
に
取
り
上
げ
て
い
る
方
が

少
な
く
、自
分
で
開
拓
し
て
い
く
し
か
な
い
の

同志社人
訪問

澤田 瞳子さん

【2002年大学院文学研究科文化史学専攻
博士課程（前期課程）修了】

1977年生まれ、京都府出身。大学院での専門は奈良仏教史。

2011年『孤鷹の天』で第17回中山義秀文学賞を最年少受賞。『満
つる月の如し 仏師・定朝』では今年5月の第32回新田次郎文学
賞などを受賞。他の著書に『日輪の賦』『ふたり女房 京都鷹ヶ峰

御薬園日録』などがある。近著は『夢も定かに』。　　　

と う  こ
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で
す
。江
戸
時
代
だ
と
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
じ

で
す
か
ら
、例
え
ば
一
般
庶
民
の
家
が
ど
ん
な

様
子
だ
っ
た
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
が
、奈
良

時
代
に
普
通
の
人
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て

い
た
か
、誰
も
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
知
り
ま
せ

ん
。私
自
身
詳
細
な
部
分
ま
で
は
わ
か
ら
な
い

の
で
、資
料
に
当
り
、自
分
の
中
で
ぼ
ん
や
り
し

た
も
の
を
想
像
し
て
書
い
て
い
く
の
で
す
。だ

か
ら
そ
の
分
余
計
に
時
間
が
か
か
る
の
で
す
。

た
だ
そ
の
一
方
で
歴
史
小
説
は
こ
れ
ま
で
江
戸

時
代
や
戦
国
時
代
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、古
い

時
代
の
作
品
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
は
古
代
小
説
も
頻
繁
に
出
て
く
る
の
で
は
、

と
期
待
し
て
い
る
の
で
す
が
。

羽
地
●
そ
れ
を
澤
田
さ
ん
が
引
っ
張
っ
て
い
か

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

澤
田
●
小
説
は
誰
か
と
競
っ
て
書
く
も
の
で
は

な
く
、と
く
に
私
の
場
合
は
、こ
れ
ま
で
の
作
家

が
書
か
な
か
っ
た
隙
間
の
中
か
ら
、興
味
深
く

感
じ
た
も
の
を
拾
い
上
げ
て
膨
ら
ま
せ
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、誰
も
が

知
っ
て
い
る
華
や
か
な
表
舞
台
で
は
な
く
、そ
の

裏
側
を
書
く
の
が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

羽
地
●
そ
の
よ
う
な
歴
史
小
説
を
書
く
う
え
で

こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
る
点
や
大
事
に
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

澤
田
●
小
説
と
は
基
本
的
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

す
が
、史
実
に
背
く
事
を
書
く
と
荒
唐
無
稽
な

話
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。で
す
か
ら
、歴
史

に
は
う
そ
を
つ
か
な
い
、何
年
何
月
何
日
に
こ

の
人
物
が
こ
こ
に
い
た
と
い
う
史
実
が
あ
れ

ば
、そ
れ
に
基
づ
い
て
物
語
を
作
る
こ
と
は
基

本
に
考
え
て
い
ま
す
。

羽
地
●『
孤
鷹
の
天
』に
登
場
す
る
人
物
は
全
員

実
在
の
人
な
の
で
す
か
。

澤
田
●
全
員
で
は
な
い
で
す
ね
。大
学
寮
関
係

者
な
ら
3
分
の
2
く
ら
い
は
架
空
の
人
物
で

す
。残
り
3
分
の
1
の
実
在
の
人
物
に
関
し
て

は
、現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
史
実
に
合
う
よ
う

描
き
ま
し
た
。

羽
地
●
私
に
は
ど
の
人
が
実
在
の
人
物
で
ど
の

人
が
そ
う
で
な
い
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
リ
ア

リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
し
た
。

澤
田
●
物
語
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
く
と
き
に

は「
あ
、面
白
い
な
」で
い
い
の
で
す
。た
だ
、そ
の

核
に
は
本
物
の
こ
と
が
な
い
と
歴
史
小
説
で
は

な
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

羽
地
●
大
学
時
代
の
こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

澤
田
●
大
学
で
は
能
楽
部
金
剛
会
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。研
究
室
に
も
早
く
か
ら
出
入
り

し
て
い
た
の
で
す
が
、一
方
で
部
の
活
動
も
結

構
忙
し
く
、自
分
で
も
よ
く
両
方
を
こ
な
し
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。で
も
、そ
の
時
の
人
間
関

係
は
今
で
も
続
い
て
い
て
、ま
っ
た
く
違
う
方

面
へ
進
ん
だ
友
人
に
仕
事
の
話
を
聞
か
せ
て
も

ら
っ
た
り
、相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
、い
い

信
頼
関
係
が
で
き
て
い
ま
す
ね
。

羽
地
●
大
学
時
代
の
経
験
が
今
に
な
っ
て
役

立
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

澤
田
●
基
本
的
な
史
料
の
読
み
方
や
文
献
の
探

し
方
を
身
に
付
け
て
お
い
た
の
は
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。少
し
話
は
そ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、私
は
大
学
と
は
勉
学
の
場
で
あ
る
と
思

う
一
方
、勉
学
と
学
問
は
違
う
と
も
考
え
て
い

ま
す
。学
問
に
つ
い
て
は
、な
に
も
学
生
全
員
が

取
り
組
む
必
要
は
な
い
。学
問
以
外
で
も
、何
か

に
一
生
懸
命
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
が
、す
な

わ
ち
勉
学
な
の
で
す
。す
べ
て
の
講
義
に
出
な

か
っ
た
と
し
て
も
、こ
れ
を
究
め
よ
う
と
い
う
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羽地  咲さん　
社会学部産業関係学科 3年次生

兵庫県伊丹市出身。小学校3年生から5
年生の終わりまで、父の仕事の関係でオ
ランダに滞在。ストーリーを考えるのと絵
を描くことの両方が好きだったことから、
両方を融合した漫画に傾倒。漫画研究
会では主に不条理なギャグ漫画を好ん
で描く。今回のインタビューを機会に、歴
史漫画にもチャレンジする予定。

澤田瞳子さんに聞く歴史小説家

時
間
を
も
つ
こ
と
が
大

事
と
思
い
ま
す
。

羽
地
●
私
は
漫
画
研
究

会
で
漫
画
を
描
く
こ
と

に
注
力
す
る
あ
ま
り
、

た
ま
に
勉
強
を
怠
っ
て

し
ま
う
の
で
す
が
、今
の

お
話
を
聞
い
て
、ち
ょ
っ

と
自
信
が
つ
き
ま
し
た

（
笑
）。と
こ
ろ
で
澤
田
さ

ん
に
と
っ
て
、同
志
社
大

学
の
よ
さ
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

澤
田
●
先
ほ
ど
も
少
し
言
い
ま
し
た
が
、友
人

や
後
輩
た
ち
は
、み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
の
方
向
に

進
ん
で
い
ま
す
。一
般
的
に
は
大
学
ま
で
行
く

と
、社
会
学
、国
文
学
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
と

連
結
し
た
方
面
を
探
る
は
ず
な

の
で
す
が
、そ
れ
こ
そ
１
８
０
度

違
う
こ
と
を
始
め
る
人
も
い
て
、

先
生
方
も
そ
れ
を
お
お
ら
か
な

目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
。そ
う

い
う
多
様
性
を
許
容
す
る
寛
容

さ
が
同
志
社
大
学
の
よ
さ
だ
と
思

い
ま
す
ね
。

羽
地
●
新
島
襄
の
精
神
に
も
あ

る
と
思
う
の
で
す
が
、私
も
そ
の

よ
う
な
自
由
さ
は
感
じ
て
い
て
、

同
志
社
大
学
に
入
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。で
は
、そ
の
よ

う
に
自
由
の
あ
る
こ
の
大
学
で
、澤
田
さ
ん
が

や
り
残
し
た
こ
と
、や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

澤
田
●
い
つ
か
海
外
の
歴
史
小
説
に
も
取
り

組
み
た
い
の
で
、外
国
語
を
や
っ
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
で
す
ね
。何
に
し
て
も
小
説
を
書
く
に

は
ま
ず
史
料
を
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す

が
、海
外
を
舞
台
に
す
る
場
合
、翻
訳
さ
れ
て
い

る
史
料
は
少
な
い
し
、や
は
り
正
確
を
期
す
る

た
め
に
な
る
べ
く
原
典
に
近
い
も
の
で
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、フ
ラ
ン

ス
な
ど
有
名
な
国
な
ら
別
で
す
が
、例
え
ば
北

欧
や
東
欧
諸
国
と
な
る
と
母
国
語
の
文
献
が
大

半
で
す
。フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
に
訳
さ
れ

て
い
る
も
の
な
ら
ま
だ
あ
り
ま
す
か
ら
、ど
ち

ら
か
の
言
語
ぐ
ら
い
学
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た

と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

羽
地
●
そ
れ
に
関
連
し
て
、一
般
の
学
生
が
大

学
時
代
に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
な
ど
、ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

澤
田
●
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
勉
学
の
話
に
な
り

ま
す
が
、学
問
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、自
分

で
何
か
こ
れ
だ
け
は
追
求
で
き
た
と
い
う
も
の

を
見
つ
け
て
く
れ
た
ら
、と
思
い
ま
す
。人
生
は

学
ぶ
こ
と
の
連
続
で
す
。で
す
が
会
社
に
就
職

す
れ
ば
、向
き
合
う
勉
強
の
大
半
は
仕
事
の
た

め
の
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。純
粋
に
自
分
の

た
め
に
の
み
時
間
を
使
え
る
の
は
、学
生
の
時

だ
け
な
の
で
す
。こ
の
機
会
は
今
し
か
な
い
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
、自
分
の
好
き
な
道
に

突
き
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

羽
地
●
本
日
は
と
て
も
参
考
に
な
る
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

I N T E R V I E W E R

自分が自信を持ってできること、自分にしかできないことを追求して。
　澤田さんのお話を伺って、１つのことを突き詰めれば、それは１つの力になるんだということがわかりま

した。漫画と小説、舞台は違いますが、自分の思うことを伝えたい、表現したいという出発点は私にも共通

しています。私は与えられたことをそのままこなすという受動的な生き方が嫌いで、与えられたものを自分

なりに解釈し、工夫して形にするという生き方をしていきたいのです。どんな仕事をするにしても、そういう

ポリシーを曲げずに、自分の力を思う存分発揮できるような生き方ができれば、と思っています。誰でも

頑張れば当たり前のことはできると思うのですが、そこからワンステップ上がるのは大変です。でも、自分

が自信を持ってできること、これは私にしかできないことだという気持ちで生きていきたい。歴史小説家と

して澤田さんが目指しておられるのも、そういうことではないかと思いました。
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このシリーズは、毎号様々な分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生の皆さんには将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。

 
森田 大

お お

児
じ

さん
【2005年 工学部電気工学科卒業】

東映株式会社企画製作部  プロデューサー

　大阪市出身。映画への憧れで入ったフェンシング部では、上からの押し付けで指導す
るのではなく、自分で考え解決していくことで伸ばすという部の方針が性に合った。当時
の先輩やＯＢに教えられた「読まなくていい空気は読むな」「力の抜き方を知っている者
の方が力の入れどころをわかっている」といった言葉は、社会人となった今、より実感とし
て役立っているという。映画「利休にたずねよ」では、過去の映画で一度も使用すること
ができなかった“本物”の黒樂茶碗を、劇中に初めて登場させるために奔走。映画史上
はもちろん、茶道史上にも残る“奇跡のシーン”を生み出した。「現場でプロデューサーの
不在に非難の声が出た時、市川海老蔵さんが『あいつは本物の茶碗を探しに行ってい
るんだ。必ず持って帰ってくる』と庇ってくれたことが心の支えになりました」と振り返る。

「
映
画
を
作
り
た
い
」そ
う
思
い
続
け
て

行
動
し
た
か
ら
こ
そ
、夢
が
か
な
っ
た
。

　
私
が
初
め
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
手
が

け
た
映
画「
利
休
に
た
ず
ね
よ
」が
、12
月
７
日
か

ら
公
開
に
な
り
ま
す
。同
じ
同
志
社
大
学
出
身

の
作
家
・
山
本
兼
一
さ
ん
の
直
木
賞
受
賞
作
の
映

画
化
を
、私
が
企
画
し
た
の
は
２
０
０
９
年
明
け

頃
。東
映
入
社
後
４
年
目
、ま
だ
最
初
の
配
属
先

の
関
西
支
社
営
業
室
宣
伝
担
当
の
時
で
し
た
。

「
東
映
の
人
間
は
誰
で
も
映
画
を
企
画
し
て
い

い
」と
い
う
社
長
の
言
葉
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

映
画
制
作
の
現
場
も
知
ら
な
い
新
人
宣
伝
マ
ン

が
映
画
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
の
は
異
例
の
こ

と
で
す
。社
内
で
公
式
に
認
め
ら
れ
、主
役
の
利

休
役
に
市
川
海
老
蔵
さ
ん
を
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

し
、ク
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
ま
で
は
も
ち
ろ
ん
、実

際
に
撮
影
に
入
っ
て
か
ら
も
立
ち
は
だ
か
っ
た

壁
は
低
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
ず
、一
介
の
宣
伝
マ
ン
に
過
ぎ
な
い
私
に
、

映
画
化
の
オ
フ
ァ
ー
が
殺
到
し
て
い
る
原
作
の

映
画
化
権
を
ど
う
し
て
獲
得
で
き
た
の
か
と
社

内
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。私
は
原
作
を
出
版

し
た
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
の
担
当
者
に「
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
経
験
の
な
い
１
人
の
宣
伝
マ
ン
だ
が
、何
と

し
て
も
こ
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
映
画
に
し
た

い
」と
、心
か
ら
訴
え
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
て
、

出
版
社
の
人
は
こ
う
答
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

「
私
た
ち
は
映
画
作
り
の
経
験
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
で
は
あ
る
。ど
う
い

う
熱
意
を
持
っ
た
人
に
原
作
を
預
け
れ
ば
い
い

映
画
が
で
き
る
か
は
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
。

森
田
さ
ん
に
お
ま
か
せ
し
た
い
」。ま
さ
に
こ
の
言

葉
に
も
の
づ
く
り
の
本
質
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
気
が
し
ま
し
た
。そ
の
後
、何
度
も
挫
け
そ
う

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
こ
ん
な
こ
と

で
挫
折
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」と
奮
い
立
て

た
の
は
、そ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
３
年
が
か
り
で
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
た
映

画
作
り
の
夢
。私
が
そ
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、中
学
生
の
時
、内
田
吐
夢
監
督
の
映
画「
宮

本
武
蔵
」を
観
て
、ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
も
負
け

な
い
日
本
映
画
が
あ
る
と
知
っ
た
こ
と
か
ら
で

す
。Ｓ
Ｆ
映
画
を
作
る
た
め
に
役
立
つ
の
で
は
、

と
い
う
思
い
か
ら
、同
志
社
大
学
で
も
工
学
部

を
選
び
ま
し
た
。高
校
ま
で
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た

私
が
大
学
で
は
映
画
研
究
会
と
と
も
に
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
部
に
入
っ
た
の
も
、ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
な

ど
海
外
の
映
画
で
は
殺
陣
の
シ
ー
ン
は
す
べ
て

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

理
由
で
す
。工
学
部
も
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
も
、「
映
画

を
作
り
た
い
」と
い
う
１
つ
の
思
い
で
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

そ
こ
へ
行
き
着
く
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。私
も
映
画
会
社
に
は
入

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、行
き

た
か
っ
た
映
画
制
作
の
現
場
へ
の

配
属
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。で

も
、結
果
的
に
は
夢
だ
っ
た
映
画
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
。ど
こ
に
い
て

も
目
標
さ
え
忘
れ
な
け
れ
ば
、そ
れ

に
向
か
っ
て
自
分
か
ら
行
動
を
起

こ
せ
ば
、心
あ
る
い
ろ
ん
な
人
た
ち

が
手
助
け
し
て
く
れ
て
、や
が
て
必

ず
た
ど
り
着
け
る
。自
分
の
経
験

か
ら
も
、私
は
そ
う
思
う
の
で
す
。
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と
第60回

M Y  J O B , M Y  L I F E

伊藤 円
まどか

さん
【2001年 神学部卒業】

株式会社ドワンゴ ＣＦ事業部 ライツセクション

　京都市出身。神学部に入ったのは、ヨーロッパの文化や映画に興味を持っ
ていて、パイプオルガンの授業があると知ったことがきっかけ。高校の卒業時
に初めての海外旅行でイギリスを訪れて好きになり、3年次の夏にはサマープ
ログラムでヨーク大学に1カ月滞在。この経験が卒業後のイギリス留学につな
がった。現在、ニコニコ動画で配信するアニメの調達を担当。「自分が買い付
けたアニメが話題になって、たくさんの人に見てもらえた時はうれしいし、達成
感がありますね」。また、「アニメ配信だけでなくチャンスがあれば様 な々海外
案件に挑戦していきたい」と、好きな英語を駆使できる仕事への意欲は変わら
ず持ち続けている。

　「
英
語
を
使
っ
て
仕
事
が
し
た
い
」。そ
れ
が
私
の

希
望
で
し
た
。大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し

た
の
も
、英
語
を
勉
強
す
る
た
め
で
す
。イ
ギ
リ
ス

で
2
年
間
暮
ら
し
、あ
る
程
度
英
語
を
覚
え
て
帰
っ

て
き
た
の
で
、英
語
を
使
え
る
仕
事
を
探
し
海
外
と

取
り
引
き
の
あ
る
京
都
の
機
械
メ
ー
カ
ー
に
勤
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。け
れ
ど
、実
際
に
生
き
た
英

語
が
使
い
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、外
国
人
観
光
客

と
接
す
る
機
会
の
多
い
飲
食
店
に
転
職
。そ
こ
で
出

会
っ
た
お
客
様
か
ら
海
外
営
業
の
仕
事
が
あ
る
と

誘
わ
れ
て
東
京
に
あ
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
メ
ー
カ
ー

に
入
っ
た
の
が
、現
在
の
仕
事
に
つ
な
が
る
初
め
て

の
出
会
い
で
し
た
。ア
ニ
メ
が
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た

と
は
い
え
、そ
れ
と
英
語
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く

の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、ア
ジ
ア
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
日
本
の
ア
ニ
メ
の
放
映
権
や
ビ
デ
オ
な
ど

の
商
品
を
売
る
権
利
を
販
売
す
る
仕
事
は
、こ
れ
ま

で
勉
強
し
て
き
た
英
語
が
生
か
せ
て
い
る
と
い
う

充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
会
社
で
4
年
、海
外
向
け
ラ
イ
セ
ン
ス
の

仕
事
を
し
て
、現
在
の
ド
ワ
ン
ゴ
に
移
っ
た
の
が

2
0
1
1
年
3
月
。北
米
向
け
に
新
し
く
立
ち
上
げ

る
動
画
サ
イ
ト
に
向
け
て
ア
ニ
メ
を
買
い
付
け
る
ス

タ
ッ
フ
を
探
し
て
い
た
当
社
に
誘
わ
れ
た
の
で
す
。

　
今
は
ア
ニ
メ
作
品
の
ラ
イ
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
全
般
を

担
当
。ド
ワ
ン
ゴ
が
出
資
し
て
制
作
す
る
ア
ニ
メ

作
品
に
つ
い
て
、ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
流
す
だ
け
で
な

く
、契
約
全
般
や
ビ
デ
オ
、グ
ッ
ズ
な
ど
の
売
り
上

げ
か
ら
の
収
入
の
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

国
内
外
の
動
画
サ
イ
ト
へ
向
け
た
配
信
権
販
売
も

担
当
し
て
い
ま
す
。こ
の
夏
か
ら
は
、新
た
に
ア
ジ

ア
向
け
の
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。新
規
事

業
の
た
め
、国
内
外
企
業
と
の
調
整
事
等
も
沢
山

あ
り
、ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る
大
変
さ
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
、ラ
イ
セ
ン
ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
と
語

学
、ど
ち
ら
も
役
に
立
つ
機
会
が
増
え
そ
う
で
、と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
そ
う
で
す
。

　
や
り
た
い
仕
事
を
や
っ
て
楽
し
け
れ
ば
そ
れ
が

一
番
い
い
の
で
す
が
、「
や
り
た
い
こ
と
」と「
で
き
る

こ
と
」「
向
い
て
る
こ
と
」は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い

の
だ
と
社
会
に
出
て
か
ら
実
感
し
て
い
ま
す
。そ
れ

ほ
ど
興
味
が
な
か
っ
た
こ
と
が
実
は
向
い
て
い
た

り
、思
い
つ
き
や
流
れ
で
担
当
し
た
こ
と
が
意
外
と

楽
し
か
っ
た
、と
い
う
こ
と
も
仕
事
に
は
往
々
に
し

て
あ
り
ま
す
。迷
い
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
経
験

を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、ふ
と
面
白
い
と
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
。色
々
な
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
の

が
仕
事
と
い
う
も
の
で
、そ
れ
は
生
き
て
い
く
う
え

で
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。私
も

ア
ニ
メ
を
仕
事
に
す
る
と
は
、最
初
は
思
い
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、元
来
ア
ニ
メ
や
映

画
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、飛

び
込
ん
で
み
た
こ
と
が
今
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。「
英
語
を
使
っ
て
仕

事
が
し
た
い
」と
い
う
想
い
だ
け
は

一
貫
し
て
持
ち
つ
つ
、様
々
な
経
験

を
積
ん
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。学
生
の
み
な
さ

ん
も
、在
学
時
だ
け
で
は
な
く
社
会

に
出
て
か
ら
も
色
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。変
化
が

訪
れ
て
も
臆
す
る
こ
と
な
く
、む
し

ろ
全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
、心
か

ら
楽
し
め
る
仕
事
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
積
み
重
ね
た
経
験
が
、

や
が
て
や
り
た
か
っ
た
こ
と
に
つ
な
が
る
。
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各詳細は、学内掲示板や HP などでご確認ください。

開催日時等は変更されることがあります。

【テニス部】

●12月1日（日）～8日（日）　全日本学生室内テニス選手権大会

   会場：江坂テニスセンター

●12月4日（水）～8日（日）　関西学生ミニリーグ戦

   会場：江坂テニスセンター

●3月4日（火）～11日（火）　関西学生新進テニストーナメント（本戦）

   会場：万博テニスガーデン

【スピードスケート部】

●12月3日（火）　　国体選考会

   会場：京都アクアリーナ

●2月12日（水）　　クラブ対抗

   会場：京都アクアリーナ

●2月22日（土）　　全関西ショートトラック

   会場：京都アクアリーナ

●3月1日（土）　　  関西学生ショートトラック選手権

   会場：神戸ポートアイランド

●3月28日（金）　　全京都

   会場：京都アクアリーナ

応援に行こう！～体育会試合日程

同志社大学今出川校地学生支援課では、より多くの方に、寒梅館のイベン

トをきっかけとして本学および本学学生の活動に関心を持っていただく

ために、私たちとともに催しを盛り上げていただける方を募集しておりま

す。お申し込みは、今出川校地学生支援課窓口にて、随時受付中です。

【対象】 一般・他学生（本学学生・教職員は対象外とさせていただきます）

【会費】 無料

【特典】 寒梅館イベント情報の郵送（希望者のみ）、案内メール配信、映画

招待券やコンサート入場券のプレゼント（抽選）・入場料割引、学生団体に

よる公演・お芝居等へのご招待、寒梅館レストランでの割引　etc.

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課  TEL：075-251-3270

Hardience（ハーディー友の会）メンバー募集中！

クリスマスはキリストの誕生を記念し、すべての人々が愛と信頼によって

結ばれる未来を待ち望む祝祭です。キリストの希望を象徴するキャンド

ルライトの光のもと、共にクリスマスの礼拝を捧げましょう。皆さんのご

来場をお待ちしています。なお、礼拝では手話通訳が行われます。

【日時】 12月14日（土）

　　　 開場 16:00 ／開演 16:30 （終了予定18:00）　入場無料

【会場】 京田辺校地　同志社新島記念講堂（女子大学構内）

【お問い合わせ先】 京田辺校地キリスト教文化センター

　　　　　　　　TEL：0774-65-7370

第24回 同志社京田辺 クリスマス燭火讃美礼拝

＊アドベント(Advent)という単語は「到来」を意味するラテン語Adventus

(＝アドべントゥス)から来たもので、イエス・キリストの降誕を待ち望む期

間のこと（今年は12月1日から24日まで）です。

●今出川火曜チャペル・アワー（17:30 ～） 　神学館礼拝堂

　アドベント讃美礼拝　12月3日、10日、17日

　クリスマス礼拝　12月24日

●今出川水曜チャペル・アワー（10:45 ～） 　クラーク・チャペル

　アドベント讃美礼拝　12月4日、11日

　クリスマス礼拝　12月18日

●今出川金曜ランチタイム・チャペル・アワー（12:35 ～）

　同志社礼拝堂

　アドベント讃美礼拝　12月6日、13日

　クリスマス礼拝　12月20日

●京田辺水曜チャペル・アワー（10:45 ～）

　キリスト教文化センター集会室

　アドベント讃美礼拝　12月4日、11日

　クリスマス礼拝　12月18日

●京田辺金曜ランチタイム・チャペル・アワー（12:35 ～）

　キリスト教文化センター講座室

　アドベント讃美礼拝　12月6日、13日

　クリスマス礼拝　12月20日

【お問い合わせ先】

今出川校地キリスト教文化センター　TEL:075-251-3320

京田辺校地キリスト教文化センター　TEL:0774-65-7370

アドベント讃美礼拝・クリスマス礼拝

キャンドルの光のもと、皆さんで一つになって、イエス・キリストの誕生を

お祝いしましょう。

【日時】 12月23日（月・祝）　開場17:30 ／開式18:00　入場無料

【会場】 今出川校地　同志社栄光館ファウラーチャペル

　　　（女子大学・女子中高構内）

【主催】 同志社クリスマスキャンドルライトサービス実行委員会

【後援】 同志社中高・女子中高・国際中高・香里中高宗教部

　　　 同志社大学キリスト教文化センター・同志社女子大学宗教部

【お問い合わせ先】 同志社女子大学宗教部　TEL：075-251-4141

同志社 クリスマスキャンドルライトサービス

京田辺キャンパスの正門すぐ横に位置する「同志社ローム記念館」では、

IT、メディアテクノロジーを創造的に活用し次世代の文化創造を担う人材

育成を目指して、館内で課外活動によるプロジェクトを展開しています。現

在、2014年度に実施するプロジェクトテーマを募集しています。採択され

るとプロジェクトルームが利用できる、必要経費が付与されるなど、1年間

の活動に対するサポートを受けることができます。プロジェクト活動をと

おして、仲間と一緒にチーム活動を行い新しいものやしくみを創り出す、

そんな濃い1年間を過ごしませんか？

詳しい募集要項やプロジェクトに関する情報はローム記念館Webサイト

（http://rohm.doshisha.ac.jp/）をご覧ください。

【2014年度プロジェクト活動期間】

2014年4月8日（火）～2015年3月16日（月）（予定）

【エントリー締切】 2014年1月20日（月）17：00

【お問い合わせ先】 ローム記念館事務室（京田辺校地総務課）

　　　　　　 　　TEL：0774-65-7800

　　　　　　 　　E-mail：jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp　

2014年度
ローム記念館プロジェクト募集

＊
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【学内】

●12月4日(水)　学生保健部会 「献血」　今出川　明徳館西側

　

●12月5日(木)　学生保健部会 「献血」　京田辺 ラーネッド記念図書館裏

●12月7日（土）　コール・フリュ－ゲル 「第47回定期公演会」

　　　　　　  　寒梅館　ハーディーホール

●12月10日(火) ～13日（金）　華道サークル～日花里～　「華展」

　　　　　　　  京田辺ラウンジ棟ギャラリー

●12月15日（日） 雅楽会 「第20回定期公演会」

　　　　　　  　寒梅館　ハーディーホール

●12月21日（土） 応援団 「ATOM FESTIVAL 2013」

　　　　　　  　寒梅館　ハーディーホール

●12月21日（土） Shinmachi  Activate  Project

　　　　　　  　「新町祭～20000本のキャンドルナイト～」

　　　　　　　  新町キャンパス

●1月19日（日） 　アカペラサークルOneVoice

　　　　　　　 「Winter Live  2013  Voices Jump!」

　　　　　　  　寒梅館　ハーディーホール

【学外】

●12月8日（日）　学生混合合唱団Ｃ．Ｃ．Ｄ 「第61回定期演奏会」

　　　　　　　  長岡京記念文化会館

●12月14日(土) 応援団吹奏楽部 「第44回定期演奏会」

　　　　　　　 八幡市文化センター大ホール

●12月21日(土) 能楽部宝生会 「秋期京都宝生流学生能楽連盟自演会」

　　　　　　　  大江能楽堂

●12月22日(日) 混声合唱団こまくさ 「第44回定期演奏会」

　　　　　　　  高槻現代劇場大ホール

♪観に行こう聴きに行こう♪ 
　 ―学生団体12月～1月の活動予定―

9：00 ～16：00　無料

10：00 ～15：30　無料

17：00～（16：30 開場）　500円

終日　無料

17：30～（17：00開場） 無料

16：00～（15：30開場） 無料

18：00 ～21：00 無料

17：30～（17：00開場）　一般1,000円・本学学生 500円

15:00 ～（14：00開場）　500円（未就学児無料）

14：00 ～15：30　無料

14：00頃開場　無料

15：00 ～（15：30開場）　1,000円

集まろう同志社卒業生
第一回 同志社校友会 大懇親会

ハリス理化学館同志社ギャラリー
第1回企画展「新島襄と八重」開催について

【日時】 2014年2月15日（土）

【場所】 国立京都国際会館

【受付開始】 12時～（イベントホール）

【入場券】 5,000円

【主催】 同志社校友会

《スケジュール》

第1部　基調講演　13：30 ～

　　　  演題：「グローバル時代、同志社大学が目指すもの」

　　　  同志社大学学長　村田晃嗣

第2部　パネルディスカッション

　　　  「同志社ブランドの向上と戦略」（仮）

第3部　大懇親会　16：00 ～

詳しくは、同志社校友会ホームページまで

http://www.doshisha-alumni.gr.jp/

【お問い合わせ先】 同志社校友会事務局

ＴＥＬ：075-251-4393　ＦＡＸ：075-253-2171

E-mail：doshisha.alumni@gmail.com

同志社ギャラリーの開館を記念し、第1回企画展として「新島襄と八重」

を開催します。

【期間】 2013年11月29日（金）～2014年2月28日（金）

【閉館日】 火曜日、祝日、2013年12月23日（月・祝）～2014年1月5日（日）、

2月3日（月）、4日（火）

【開館時間】 10：00 ～17：00

【場所】 ハリス理化学館同志社ギャラリー2階　企画展示室

【主催】 同志社社史資料センター

【協力】 福島県、会津若松市、福島県立博物館、若松城天守閣郷土博物館、

日本基督教団、同志社教会

【構成】

●第1章　「それぞれの道」 11月29日（金）～12月22日（日）

●第2章　「2人の14年間」 1月6日（月）～2月2日（日）

●第3章　「八重の後半生」 2月5日（水）～28日（金）

【お問い合わせ先】 同志社社史資料センター　ＴＥＬ：075-251-3042

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映画上

映を中心に多彩なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館ハーディーホール

【料金】 本学学生・教職員はすべて無料/一般は有料

●12月5日（木）　 ゴンチチコンサート

　　　　　　　　【お問い合わせ先】 エースプロモート　ＴＥＬ：06-6341-1171

●12月12日（木）　映画上映　＊詳細未定

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270

※ 内容は都合により変更となる場合があります。

　 詳細はお問い合わせください。

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s On Thursdays!”

開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバーホールでは、

映画史に残る名作を中心に様々なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館クローバーホール（地階）

【料金】 本学学生・教職員はすべて無料/一般は催しにより有料

●12月3日（火）    映画上映＊詳細未定

●12月10日（火）   映画上映＊詳細未定

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270

※ 内容は都合により変更となる場合があります。

　 詳細はお問い合わせください。

クローバーシアター
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＜
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自
分
自
身
記
憶
は
な
い
の
で
す
が
、小
さ
い
時
か
ら

字
を
書
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。姉
が
書
道

教
室
に
通
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、4
歳
か
ら
習
い

始
め
た
の
で
す
が
、両
親
に
ど
う
し
て
も
行
き
た
い
と

自
分
か
ら
言
い
出
し
た
そ
う
で
す
。文
字
を
自
分
な
り

に
工
夫
し
て
書
く
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に

結
果
も
出
る
よ
う
に
な
り
、初
め
て
大
き
な
賞
を
い
た

だ
い
た
の
が
小
学
校
2
年
生
の
時
で
し
た
。で
も
、書

い
て
褒
め
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
。自
分
の
納
得
で
き
る
字
が
書

け
な
く
て
、ず
っ
と
座
り
続
け
て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
下

手
に
な
っ
て
い
く
の
が
わ
か
る
ん
で
す
ね
。や
め
た
い

け
ど
書
け
な
い
の
が
悔
し
い
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
。だ

か
ら
悔
し
く
て
泣
い
た
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
校
か
ら
書
道
部
に
入
り
、同
志
社
大
学
に
は

書
道
を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
自
己
推
薦
で
入

学
し
ま
し
た
。新
島
襄
の
残
し
た「
倜て
き

儻と
う

不ふ

羈き

」の
考
え

方
に
共
感
し
た
こ
と
が
理
由
で
す
。心
理
学
部
を
選
ん

だ
の
は
、書
道
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

書
道
は
き
れ
い
に
書
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
く
、

下
手
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。書
道
を
知
ら
な
い

人
が
見
て
、何
を
書
い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
、訴
え
か
け
る
も
の
が
あ
る
、そ
う
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
が
書
く
方
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
の
で
す
。こ
れ

が
正
解
と
い
う
も
の
は
な
く
、私
は
上
手
な
字
よ
り

も
、書
い
た
人
自
身
が
表
れ
て
い
る
字
の
方
が
好
き
で

す
。字
を
見
て
そ
の
人
の
本
質
が
わ
か
る
時
も
あ
り
ま

す
。心
理
学
で
人
の
心
を
学
ぶ
こ
と
と
書
道
と
は
共
通

す
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、大
変
大
き
な
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、そ
れ

が
目
標
だ
っ
た
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。小
さ
い

時
か
ら
褒
め
ら
れ
て
喜
ぶ

と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た

よ
う
に
、私
と
し
て
は
自
分

の
書
き
た
い
字
が
書
け
た
ら
一
番
い
い
ん
で
す
。第
三

者
の
評
価
と
い
う
も
の
は
、も
ち
ろ
ん
励
み
に
な
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、時
と
し
て
成
長
や
上
達
の
妨
げ
に

な
っ
た
り
、結
果
次
第
で
振
り
回
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、賞
を
い
た
だ
い
て
も
、そ
れ
で

驕
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。あ
え

て
目
標
と
い
え
ば
、人
の
心
に
届
く
字
を
書
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。あ
る
展
覧
会
で「
天
体
の
図
に
見
え

る
」と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。見
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
か
ら
、私
は
、字
を
見
て
何
か
を
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
い
い
と
思
う
の
で
す
。見
た

人
の
心
に
何
か
を
残
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、そ
れ
が
一
番
で
す
。

　
個
人
的
に
賞
を
獲
る
こ
と
は
目

標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、書
道
部

の
部
長
を
し
て
い
ま
す
の
で
、部
で

い
い
成
績
を
残
す
こ
と
は
目
標
で
す
。

年
3
回
あ
る
書
道
部
の
大
会
で
入
賞
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、書
道
は
大
学
か
ら
始
め
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
か
ら
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
書
道
の
奥
深
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

「
第
18
回
全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展
」で
大
賞
受
賞

～
結
果
に
驕
る
こ
と
な
く
、人
の
心
に
届
く
字
を
書
い
て
い
き
た
い
～

「
第
18
回
全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展
」大
賞
受
賞
作
品


